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年会・総会報告

●２００９年度日本地球化学会第５６回年会実施報告

日本地球化学会年会実行委員会委員長

清水 洋（広島大学大学院理学研究科）

２００９年度日本地球化学会第５６回年会は９月１５日�か
ら１７日�の３日間，広島大学東広島キャンパスで開催
された。広島大学での開催は１９８８年に広島市内の東千

田キャンパスでの開催以来の２１年振りであり，東広島

キャンパスでははじめての開催であった。関連した講

演会やショートコースを含めた日程は次のとおりであ

る。

１３日�：２００９年度日本地球化学会市民講演会及び東広
島天文台見学

「宇宙・太陽系の進化と現在の姿」

場所：広島大学学士会館及び東広島天文台

主催：日本地球化学会

共催：広島大学大学院理学研究科

協賛：広島県教育委員会，東広島市教育委員会

１４日�：第４回日本地球化学会ショートコース
場所：広島大学理学部

１５日�～１７日�：日本地球化学会第５６回年会
主催：日本地球化学会

共催：日本化学会，日本鉱物科学会，日本質量分析

学会，日本地質学会

助成：財団法人中国電力技術研究財団，財団法人広

島大学後援会

年会の参加登録者数は４００名であった。名誉会員２

名，会員２７０名（共催学会の会員も含む，この内で学

生が５７名），会員外が１２８名（内，学生が８８名）で，事

前登録者が３０３名，当日登録者が９７名であった。発表

件数は２５のセッションに対して３４２件（口頭発表２５８

件，ポスター発表８４件）と６件の受賞講演（柴田賞１

件，日本地球化学会賞２件，日本地球化学会奨励賞３

件）であった。また，１２の会社と１研究機関が展示を

行い，１８の会社と１独立行政法人が講演要旨集に広告

の掲載を行った。

年会の運営は，セッションの公募，講演要旨提出に

よる講演申込完了（講演申込と講演要旨原稿提出の

同日締切日，７月１３日），講演要旨の年会前の J-

STAGE公開と講演要旨集の事前送付無し，など基本

的には２００８年度年会の方式を踏襲した。年会HPの作

成・管理，参加登録・参加登録料等徴収，講演申込と

講演要旨原稿の受付，講演要旨集作成も，昨年までと

同様に国際文献印刷社に委託した。

年会会場は，理学部・理学研究科講義管理棟（E

棟）の講義室・会議室の９部屋を使用した。また，評

議員会等の委員会は隣接する研究棟 A棟の２つの大

学院講義室を使用した。３つの階にまたがってはいた

が，同じ建物内で年会を実施できた。発表件数が予想

を上回ったが，講演会場を５会場として３日間のスケ

ジュールに収めることができた。セッション公募制を

実施した昨年の２００８年年会は，発表件数が大幅に増加

した（４２３件）。今回も３４２件と，東京以外での開催と

しては近年になく多い件数となった。セッション公募

制が，発表件数増加を促進していると思われる。企業

展示への希望が多かったことも今回の特徴であった。

企業展示をポスター会場内に併設したが，結果的にポ

スター会場が手狭になり，ご迷惑をおかけした。

年会初日の夕方からは将来計画員会による恒例の夜

間集会が開催され，「若手キャリアパスへの学会の対

応」，「学会連合との関係」，「法人化」について意見交

換が行われた。夜間集会に先立って開催された，キャ

リアパスに関するセッション「地球化学から教育界へ

のキャリアパスの模索」は，昨年同様に一般公開とし

た。読売新聞東京本社科学部記者が招待講演を行った

が，このセッションについては読売新聞関西版で紹介

された。

２日目の午後は総会につづき，奨励賞の飯塚毅会員

（オーストラリア国立大学），関宰会員（北海道大

学），中村謙太郎会員（海洋研究開発機構），学会賞の

南川雅男会員（北海道大学），吉田尚弘会員（東京工

業大学）そして柴田賞の高岡宣雄会員（九州大学名誉

教授）による受賞講演が行われた。受賞講演の後，１８

時すぎから，懇親会を生協北２食堂で行い，本田雅健

名誉会員，小嶋稔名誉会員をはじめとして２００名を超

える参加者があった。懇親会では，優れたポスター発

表を行った日本地球化学会学生会員に若手ポスター賞

を贈呈した。受賞者は，吉崎もと子（東京工業大学）

と嶋本洋子（広島大学）の２名の学生会員であった。

年会に先立つ１３日�午後には，市民講演会及び東広
島天文台見学「宇宙・太陽系の進化と現在の姿」を行

い，小・中・高校生をはじめ約１００名の参加があっ

た。第１部の市民講演会では海老原充会員（首都大学

東京），寺田健太郎会員（広島大学）と大杉節・広島

大学宇宙科学センター長に講演いただき，第２部では
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広島大学東広島天文台を見学した。

年会運営については，参加登録料のクレジットカー

ドによるオンライン決済，講演申込と要旨提出に関し

て，問題点が例年指摘されてきた。参加登録料のオン

ライン決済は一般的に普及してきたためか，今回は大

きな問題はなかった。しかし，講演申込と要旨提出は

昨年同様に，締切日を同じ日にしたが，両者で講演題

目や発表者の不整合が数多く見られた。また，キー

ワードについても，入力時の確認が不十分と思われる

事例も見られた。プログラム作成，講演要旨集作成，

J-STAGEによる講演要旨の公開，これらの作業を講

演申込と要旨提出の締切後の短期間に行う際に，もと

となるデータのチェックに多大な労力を要した。

新型インフルエンザへの対応が今回のあらたな問題

であった。広島大学の対応を勘案しつつ，参加者等へ

注意喚起のアナウンスを行った。年会期間中及び終了

後に，参加者の発熱などの症状事例の連絡はなかっ

た。

今回の年会実行委員会（LOC）は，年会準備につ

いては広島大学大学院理学研究科在籍の会員５名が主

として担当し，年会開催中はこの５名に加えて，広島

大学大学院生物圏科学研究科の２名の会員と海洋研究

開発機構高知コア研究所の２名の会員（広島大学大学

院理学研究科附属施設の連携部門にて客員教員）で大

会運営にあたった。今後の年会運営にあたっては

LOCの負担軽減が大きな課題と思われる。どのよう

な体制をとるにしても，ある種の継続性は必要と考え

る。今回も，節目節目に２００８年度 LOCの方に，昨年

の例をお尋ねしながら準備をした。この情報は大変参

考になった。

年会共催をご快諾いただいた４つの学会にお礼申し

上げる。日本質量分析学会は，今年度から共催をいた

だいた。企業展示及び広告の掲載にご協力いただいた

会社・機関，そして助成いただいた財団法人中国電力

技術研究財団と財団法人広島大学後援会にもお礼申し

上げる。

セッションを提案いただき，各セッションのプログ

ラムをアレンジいただいたコンビーナーの方々のご尽

力が本年会の骨組みを組み立て，参加された方々がこ

の骨組みをさらに強固にして，充実した年会となっ

た。参加された皆様に厚くお礼申し上げる。本年度の

年会が皆様の研究そして地球化学の今後の発展の１つ

のステップとなることを祈念し，年会報告とする。

●第４回地球化学会ショートコース実施報告

行事幹事 平田岳史

� ショートコース概要

２００９年日本地球化学会年会（於広島大学理学研究

科）にあわせ，第４回ショートコースを開催した。講

義内容の選定にあたっては，昨年度ショートコースで

のアンケートの意見をできるだけ取り込んだ。講演内

容は世界最先端の技術・研究手法を駆使した宇宙・地

球化学研究や，科学と研究の意義をわかりやすく解説

したものまで，広い分野をカバーすることができ，本

ショートコースの目的の一つである基礎知識の涵養に

合致したもとなった。今年は例年より参加者からの質

問が多く，全般的に活発な議論が展開された。プログ

ラムを以下に示す。

第４回ショートコースプログラム

日時：２００９年９月１４日（月曜日）

会場：広島大学東広島キャンパス

理学部 E棟２１０号室

プログラム：

はじめに ９：３０～９：３５

「Geochemistry, or Else」 平田岳史（京都大学）

講演１ ９：３５～１０：５５

「原始太陽系解剖学」 圦本尚義（北海道大学）

講演２ １０：５５～１２：１５

「地震波異方性からマントルウェッジをみる」

片山郁夫（広島大学）

昼食

講演３ １３：１５～１４：３５

「地球化学で考える海底鉱物資源」

石橋純一郎（九州大学）

講演４ １４：３５～１５：５５

「地球表層におけるナノスケールプロセスとナノ直

接分析の威力」 宇都宮聡（九州大学）

休憩

講演５ １６：１０～１７：３０

「地の果てにこそ，真実がある」

長沼 毅（広島大学）

Closing １７：３０～１７：４０

� 参加者について

参加者は２９名（講師５名を除く。内訳は，日本地球

化学会学生会員１８名，一般会員９名，非会員２名）で
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あった。第３回ショートコース（於東京大学）と比較

して参加者数としてはほぼ半分の規模であった。学生

会員，一般会員の割合は昨年とほぼ同等であったが，

非会員の参加割合が少なくなっていた。東京以外での

開催という地理的要因もあるが，地球化学会以外への

宣伝不足が大きく影響したと考えられる。第１回

ショートコースでは午後から半日の日程であったが，

第２回以降は午前中から夕方までの全日開催の形式を

とっている。午前開始の利点は講義時間にゆとりがと

れることであるが，反面，参加者には経済的な負担を

かけることになる（ショートコース前日に現地入りす

る必要があるため）。

� 会計報告

本ショートコースは，学部・大学院生を対象として

いるため，参加者の半数以上は日本地球化学会会員の

学生会員であった。参加費は昨年同様，学生会員

１，０００円，一般会員・非会員は３，０００円とした。今年は

当日午後から参加希望の方（非会員）が１名いたの

で，特例措置として２，０００円（弁当代１，０００円を差し引

いた額）を徴収した。

主な支出は講師料（１０，０００円）と弁当代であった。

講師料については通常は一律１０，０００円（旅費支援な

し）を支払うが，今回は現日本地球化学会評議委員２

名には講師料を支払わなかった。また昼食について

は，これまでの１，０００円から７００円（飲み物を含む）と

し支出を抑えた。当日参加者が３名でたので，お弁当

が不足する可能性もあったが，幸い弁当辞退者が３名

あったためお弁当は過不足なく支給できた。以下に収

支結果を示す。

収支決算として今年は２，０００円の赤字となった。今

回と同じ東京外開催であった第２回ショートコース

（会場：岡山大学）での大幅赤字（４９，５６０円）に比

べ，赤字幅を大幅に抑制できた。この理由は講師旅費

支援の廃止と講師謝金の削減にある。ご協力いただい

た講師の方々に感謝したい。

� アンケート集計結果について

本年度もアンケートを実施した。参加者２９名中，２５

名から回答があった。質問の内容とそれに対する回答

を以下にまとめる。

� 開催時期について

このままでよい（２３名），年会後がよい（２名）

まとめ：地球化学会年会後がよいという意見が２件

あったが，大多数の参加者はこのままで良いと回答し

ているので，来年度もこれまで通り年会前日に開催す

るので問題ないであろう。

� 一人あたりの講演時間やプログラム編成について

このままでよい（１７名），もう少し短く（８名）

まとめ：今回は全日開催であり，また講義途中に殆

ど休憩時間を設けなかったため，参加者にとってはき

ついセミナーになったかもしれない。来年は，講義時

間を１０分縮め（１時間１０分とする），質疑応答を５

分，休憩時間を５分延長することを検討する。

２００９年度日本地球化学会ショートコース報告

収入

参加登録 単位 人数 小計

学生会員 １，０００ １８ １８，０００

一般会員 ３，０００ ９ ２７，０００

非会員 ３，０００ １ ３，０００

非会員 ２，０００ １ ２，０００

午後参加のため弁当なし

参加者総数 ２９

合計 ５０，０００

支出 講師謝金 １０，０００ ３ ３０，０００

講師謝金（片山，宇都宮，長沼）

弁当（お茶代含む） ７００ ３１ ２１，７００

参加者および講演者（欠席者３名分含む）

講師飲み物 ３００ ３００

合計 ５２，０００

収支 －２，０００

領収書あり ３０，０００ 講師謝金（片山，宇都宮，長沼）

領収書あり ２１，７００ 弁当代

領収書なし ３００ 講師飲み物
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 関心のあるテーマについて（複数回答可）

記載されたテーマを列挙する。

・同位体・安定同位体化学（５）

・微生物・熱水系での特殊な微生物（３）

・海洋化学（３）

・分析化学・分析装置の原理（３）

・宇宙化学（３）

・有機物・有機化学（２）

・地球化学と環境汚染（２）

・古環境解読（２）

・熱水の化学・岩石―水相互作用（２）

・以下各１名：元素リサイクリング（資源），物質循

環，ソフトウエア開発，産地判別，地質，スターダ

スト，超高圧，環境評価法，放射化学・核廃棄物，

生命と地球化学，シミュレーション，生物大量絶

滅，日本列島構造史

まとめ：昨年度は同位体の話題に偏っていたため，

今年は同位体を抑えた構成にしたが，安定同位体に対

する関心は高い。来年度のショートコースについて

は，ここで要望が多かった分野から講師選定をしたい

と思う。また，２０１１年は世界化学年にあたるため，

ショートコースでもある種の特集を組むのもいいかも

しれない（詳細はHPへ：www.unesco.org/science）。

� 聞いてみたい講師（敬称略）カッコ付は希望者複

数名の場合の希望者数

中村智樹（３），丸山茂徳（２），高井研（２），高

橋嘉夫，松田卓也，磯崎行雄，谷水雅治，村上隆，鈴

木庸平，佐野有司，田中剛，平田岳史，柏山祐一郎，

赤木右，小柴昌俊，松井考典，太田恒充，吉田尚弘，

鎌田浩毅

まとめ：先の設問で得た「希望分野」結果と合わせ

て講師を選定したいと思います。

� 今回の参加費について（日本地球化学会の会員と

非会員で参加費に違いを設けたこと等）

・安い，納得できる金額である，このまま維持して欲

しい（１０名）

・学生会員割引は有り難い（４）

・値上げしてもよい（１）

まとめ：学生会員１，０００円（弁当付）が好評なので，

今後も継続したいと思う。そのためには日本地球化学

会からの継続的な支援が不可欠である。ご協力をお願

いしたい。

� 食事について（弁当を配布しました）

・満足（１３名）

・食費と参加費を分けて欲しい（１名）

・量が多かった（２名）

・お弁当の内容に不満（１）

まとめ：今年は弁当代を抑えた（７００円お茶付）。暑

い日が続くようであれば，量をやや減らして，品数を

増やすことも検討すべきか。お茶は缶であった。ペッ

トボトルの方が参加者にとっては便利だったと感じ

た。お弁当辞退者が３名あった。参加者にお弁当の希

望を聞くことも検討するが，事務作業量が増えるので

できれば現状のような一括注文方式を維持したい。

� その他，ショートコースに対する要望等について

・幅広い話で楽しめた（５）

・配付資料として講義スライドが欲しい（４）

・話し方がうまくない講師もいた。講師選択時に注意

してほしかった（２）

・学生にとって良い機会なので今後も続けて欲しい

（２）

・哲学的な話（長沼氏）が聞けて良かった（２）

・学生のみではなく，PD，スタッフも気軽に参加で

きるようにしてほしい

・今回は最先端の話でよかった。次回は基礎の話を中

心にしてはどうか

・ショートコースのような企画をもっと作って欲しい

まとめ：昨年と同様，今年も講演の参考資料配付希

望者が多かった。学会前の忙しい時期に講師の方々に

時間的負担をかけたくないが，来年は講師に依頼する

ことを検討する。また発表スライドが全て英語の講師

の先生がいらっしゃった。参加者にとって専門外の分

野の話もあるため，できるだけ日本語のスライドを用

意して頂くようにお願いする。また，学生のみだけで

はなく，来年は PD，スタッフ，あるいは中高校の教

諭の方々にも参加を募りたい。

� 日本地球化学会以外で入会されている学会名

日本地質学会（３），GSA（３），日本分析化学会

（２），資源地質学会（２），隕石学会（２），日本地

球惑星科学連合（２），海洋学会（２），原子衝突研究

協会，日本生体学会，日本土壌肥料学会，日本微生物

学会，日本化学会，高圧力学会，放射光学会，AGU

まとめ：今年の参加者は２９名で，日本地球化学会会

員（２７名：学生会員を含む）がほとんどであった。地

球化学会会員以外への周知を徹底すべきだったかもし

れない。連合大会や広報を通じた積極的宣伝を心がけ

るべきであった。また先にも述べた通り，次回ショー

トコースでは学生だけではなく，PD，スタッフ，中
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高校の教員・スタッフについても参加をよびかけた

い。

本ショートコース開催にあたり，日本地球化学会実

行委員会・組織委員会の全面的なご支援をいただい

た。また，Agilent Technology社からクリアファイ

ルとキーホルダーを，そして島津製作所からは A４判

ノートを提供していただいた。さらに東京工業大学お

よび京都大学の学生諸氏には，ショートコースの準備

と当日の運営に協力いただいた。ここで感謝の意を表

したいと思います。

●夜間セッション報告

将来計画委員会委員長 海老原充

２００９年度日本地球化学年会初日（９月１５日）午後７

時から約１時間半，年会 A会場において「夜間小集

会」が開催された。このセッションは日本地球化学会

将来計画委員会の責任のもとで開催されるもので，今

年の小集会では以下に述べる３つの課題について議論

した。以下にその概略をまとめる。括弧内は話題提供

者。

� 若手キャリアパスへの学会の対応（鍵）

昨年に引き続いて，夜間小集会に先立って「キャリ

アパスセッション」があり，今年は小中高の教員への

キャリアパスに焦点を当てた講演，議論が行われた。

夜間小集会の最初の話題として，このキャリアパス

セッションと関連する課題を設定した。ここでは若手

研究者のキャリアパス形成について学会として何がで

きるか，さらには若手研究者が学会に何を望むかなど

について議論した。教育界へのキャリアパスという観

点から考えると，研究を指導する立場の人間が，小中

高の教育現場を知り，歩み寄ることが必要であるこ

と，研究者はまずは研究をすることが大前提である

が，その結果を公表するにあたっては研究成果を論文

だけでなく，様々なメディアを使って公表していく努

力も必要であるとの意見が述べられた。また，オープ

ンキャンパスなどの機会を積極的に利用し，一般人や

子供たちに地球化学の魅力を伝えていくことも，若手

の教育界へのキャリアパスを切り開くことに繋がると

の意見が出された。これに関連して，学会として取り

組みをはじめた小中高への講師派遣のシステムについ

て話題が移った。学会員の講師登録を開始しており，

年会時にも登録の呼びかけがなされていたが，この件

に関して積極的な意見交換が行われた。議論の中で，

講師派遣の目指すところは，理科離れに歯止めをかけ

ようとするのか，学会としての広報活動に焦点を当て

るのかという点を明確にすべきであるとの意見があ

り，どちらも重要であるが，どちらかと言えば前者を

目指し，手始めに地球化学会から始めて他の学会にも

波及することを期待しようとの意見が述べられた。活

動資金等の点で制約はうけることは予想されるが，で

きるところから地道に活動することが重要である，生

徒を対象にするのではなく，教員を対象とする活動も

効果的であり，たとえば毎年開かれるショートコース

を地元の教員の方々にオープンにすることも今後考慮

されても良いのではないかとの積極的意見が出され

た。教育現場に出向く際には，先生，教育委員会等と

の事前対応が重要であり，特に低学年の児童への授業

では，きめ細かい配慮が欠かせないこと，また，現場

では実験を行うような活動が求められている等の経験

を通した貴重な意見が会場から述べられた。

� 学会連合との関係

a．日本地球惑星科学連合（橘）

地球惑星科学連合は着実に連合としての歩みを重ね

てきたが，本年度法人化組織として新たな段階に入っ

た。日本地球化学会は連合の前身の合同大会開催団体

の一団体として，初期の段階から共同活動を行ってき

たこともあり，地球惑星科学連合への参加に対しては

会員の多くの賛同が得られているものと考えられる。

今後は，地球惑星科学連合のなかで日本地球化学会が

どのくらいプレゼンスを示しうるかについて智恵を出

し合う段階に入った。より直接的には，連合の代議員

選挙において，地球化学会を代表する人をいかに効率

よく送り込むことが出来るか，ということを真剣に議

論すべきである。その場合，地球化学会会員の研究分

野が多様であることが，代議員選挙でマイナスになら

ないような方策を考える必要がある。一方で，地球惑

星科学連合の組織の変更により，学協会の集合体であ

るよりも，連合に所属する個人会員による連合として

の色彩が強くなった。このことは，これまでの様に，

地球化学会を通しての連合ではなく，地球化学会等の

構成学協会と同じレベルで個人会員を募る連合へと立

場が変わったわけで，このことは会員を取り合うとい

う意味で，地球化学会と競争関係に立つことになる。

こうした変化が，地球化学会にとってどのような影響

をもたらすかを正しく把握して行く必要がある。こう
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した現状を紹介した後，参加者と意見交換を行った。

その結果，地球化学会の存在が弱体化することはない

であろうとの意見が大勢を占めたが，その地球化学会

としての連合内でのプレゼンスを高めるために代議員

を送り込むばかりでなく，理事を出せるように努力す

べきである，との意見が強く出された。その様な結果

に繋がるためには，地球化学会としての活動を強化す

ることが重要であるということで意見の一致をみた。

b．日本化学連合（海老原）

化学連合と地球化学会の関係は地球惑星科学連合と

の関係とはかなり異なる。これは，地球化学会側の問

題というよりは，連合体としての化学連合自身の問題

と言える。具体的には，化学連合は地球惑星化学連合

のような連合体としての具体的な取り組みが表に見え

にくく，従って，連合としての実態も実質を伴ってい

ない点で，連合自体が今後の組織運営を模索している

段階であるということであり，具体的な活動を開始し

た地球惑星科学連合と大きく異なる。地球化学会の

ルーツが日本化学会に求められることは事実である

が，その後の地球化学会の発展は化学の周辺の研究分

野との融合を積極的に図り，分野間の垣根を出来るだ

け低くして来た結果ともいえる。しかしながら，今後

とも化学関連学会と適度な連携を維持していくこと

は，今後の地球化学会として望ましいこと思われる

し，評議員会でもその様な意見が大勢をしめているこ

とからも地球化学会会員の支持を得ているものと考え

ている。但し，連合に参加する組織として地球化学会

が分担金を拠出していること，また，連合の役員とし

ての理事，評議員に地球化学会の役員が兼任していて

その分の負担が求められることを考えると，今後とも

現状維持で連合に参加すべきかどうかをきちんと議論

して，今後の対応を見極めることも必要である。その

際に留意すべきこととして次の２点を上げることが出

来る：（	）化学連合に加わることの意義を明らかに
すること，（
）化学連合の中での地球化学会のプレ
ゼンスを高めること。（	）については地球化学会内
での議論で結論が出る問題でなく，むしろ化学連合の

今後の動きと関連しながら議論されるべき問題であ

る。その場合，傍観者的に見るのでなく，積極的に連

合の将来の議論に参加することが望まれる。そして，

更に（
）の地球化学会の連合内での存在を高める方
向で議論が進展することが望まれる。

� 法人化（圦本，海老原）

近年，学協会の法人化への動きが活発になってきて

いる。これは文科省の指導の下での動きと受けとめら

れている向きもあるが，必ずしも明確でない。本年５

月末に日本学術会議において，学協会を対象とした法

人化に関する説明会が開催された。本学会から圦本会

員が参加したので，まずその報告が行われた。学術会

議としては法人化を推進する立場にはないことから，

説明会では日本における法人化の現状や諸外国での状

況の紹介にとどまり，多くの学協会としては今後の流

れを見守るという結論を下したようである。学術会議

での説明会の紹介の後，海老原が学会の法人化につい

て，一般的な説明をおこなった。即ち，法人化のメ

リット，デメリットを整理して紹介した後，地球化学

会としてとりうる法人として NPO法人と一般社団法

人を取り上げ，両者を比較しながら法人化の議論に必

要な情報を提供した。その後，法人化問題として現在

最も気がかりな点を指摘し，他学会の現状を紹介しな

がら，地球化学会後今後どうすべきかを真剣に考える

ときであると訴えた。こうした説明の後，会場の参加

者と意見交換をおこなった。いろいろ建設的な意見が

出されたが，総括すると，世の中の学協会を取り囲む

環境は法人化の流れにあることを認識し，地球化学会

としても法人化を正面から見据えて考える必要がある

こと，いつ法人化しても良いように早急に準備を進め

る必要があること，に集約される。次期地球化学会と

して真っ先に取り組むべき課題であるとこを確認して

このセッションを閉じた。

限られた時間の中で，活発な議論ができ，形骸化し

ない「夜間セッション」となったものと総括される。

話題提供者，将来計画委員，セッションに出席した

方々にお礼申し上げる。

●２００９年度日本地球化学会総会報告

庶務幹事 小畑 元

日時：２００９年９月１６日 １３時３０～１４時４０分

場所：広島大学東広島キャンパス

理学部 E棟 E１０２号室

第５６回年会（広島大学東広島キャンパス）期間

中に実施した。
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正会員 （一般）（学生）（学生
パック）

（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 在外会員

２００８．１．１ ９１７ （７４２） （５７） （６１） （５７） １１ １０ ９３８ （３７）

入会 ７２ （３０） （０） （４２） （０） ０ ０ ７２ （２）

退会 －４９（－３０）（－１５） （０）（－４） ０ －３ －５２ （－２）

変更 －２ （１３） （７）（－２８） （６） ０ ２ ０ （２）

除名 －７ （－６）（－１） －７

２００８．１２．３１ ９３１ （７４９） （４８） （７５） （５９） １１ ９ ９５１ （３９）

１．開会宣言

２．議長選出

行事幹事平田岳史会員が議長に選出された。

３．会長挨拶 蒲生俊敬会長

４．年会実行委員会委員長挨拶 清水 洋委員長

５．議事

１）２００８年度事業報告および決算報告，監査報告

２００８年度事業報告（小畑庶務幹事），決算報告

（南会計幹事），監査報告が行われ，承認され

た。

２）２００９年度事業中間報告および会計中間報告

２００９年度事業（小畑庶務幹事），会計（南会計

幹事）について，中間報告が行われた。

３）２０１０年度事業計画および予算案

２０１０年度事業計画（小畑庶務幹事）および予算

案（南会計幹事）が提案され，承認された。

４）日本地球惑星科学連合への加盟

日本地球化学会の日本地球惑星連合への団体会

員としての加盟が蒲生会長より提案され，承認さ

れた。

５）２０１０～２０１１年度役員選挙結果報告

２０１０～２０１１年度役員選挙の結果が天川選挙管理

委員会委員長により報告された。また，選挙制度

改正についての質疑があり，蒲生会長より経緯が

説明された。

６）各種報告

（６―１）Goldschmidt 2009ダボス会議の報告と

２０１０ノックスビル会議の紹介

鈴木広報幹事から，Goldschmidt 2009ダ

ボス会議の模様が報告され，Goldschmidt

2010ノックスビル会議の概要が紹介され

た。

（６―２）第４回地球化学ショートコースの報告

２００９年９月１４日に開催された第４回地球化

学ショートコースの模様が，平田行事幹事

から報告された。

６．会場からの意見・提案など

７．２００９年度柴田賞，日本地球化学会賞，日本地球化

学会奨励賞授賞式

１）日本地球化学会奨励賞

飯塚 毅会員「HfおよびW同位体比を用いた地

球初期地殻進化の研究」

関 宰会員「バイオマーカーを用いた古気候変

遷と物質循環に関する地球化学的

研究」

中村謙太郎会員「海底熱水系における水―岩石反

応過程とその表層環境に与える

影響」

２）日本地球化学会賞

南川雅男会員「生元素同位体による自然と人類の

持続的共生の仕組みに関する研

究」

吉田尚弘会員「アイソトポマー自然存在比の計測

による地球表層物質循環の研究」

３）柴田賞

高岡宣雄会員「希ガス同位体比の精密分析に基づ

いた地球・宇宙科学の研究」

各賞受賞者に蒲生会長から賞状とメダルが授与

された。

８．閉会宣言

２００８年度事業報告

１．会員状況（２００８年１月１日～１２月３１日）

２．年会，委員会等開催

日本地球惑星科学連合２００８年大会（H２０．５／２５～

３０；千葉・幕張メッセ国際会議場），ゴールドシュ

ミット２００８（H２０．７／１３～１８；カナダ・バンクー

バー），年会（H２０．９／１７～１９；東京大学駒場キャ

ンパス），総会（H２０．９／１８；東京大学駒場キャン

パス），評議員会３回（H２０．２／１６，６／１１～７／３１；

電子メールにより開催，９／１６），幹事会３回（H

２０．２／９，５／３１，９／６），GJ編集委員会１回，地球化

学編集委員会２回，広報委員会３回，学会賞等受賞

者選考委員会１回，鳥居基金選考委員会２回，将来

計画委員会１回，名誉会員推薦委員会１回

３．会誌発行

Geochemical Journal：Vol．４２（１～６）

地球化学：Vol．４２（１～４号）

４．ニュース発行 No．１９２（H２０．３／２０），１９３（H

２０．６／２５），１９４（H２０．８／３１），１９５（H２０．１２／２９）
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正会員 （一般）（学生）（学生
パック）

（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 在外会員

２００９．１．１ ９３１ （７４９） （４８） （７５） （５９） １１ ９ ９５１ （３９）

入会 ４４ （１９） （３） （２２） （０） ０ ０ ４４ （１）

退会 －２３（－１４）（－３）（－５）（－１） ０ ０ －２３ （－２）

変更 ０ （９） （１４）（－２８） （５） ０ ０ ０ （０）

除名

２００９．８．３１ ９５２ （７６３） （６２） （６４） （６３） １１ ９ ９７２ （３８）

２００８．８．３１ ９４８ （７７８） （５４） （６０） （５６） １１ ９ ９６８ （３８）

（「地球化学」と合本）

５．第３回 地球化学ショートコースの実施（H

２０．９／１６）

６．日本地球化学会賞等の授与（柴田賞１件，学会賞

１件，奨励賞３件）

７．GJ賞の授与（カナダ・バンクーバー）

８．鳥居基金助成：第１回 国内研究集会１件

９．学会などの共催・後援・協賛

・日本原子力学会「原子力総合シンポジウム２００８」

（H２０．５／１４～１５）共催

・日本質量分析学会「第５６回質量分析総合討論会」

（H２０．５／１４～１６）共催

・第７回核融合エネルギー連合講演会組織委員会

「第７回核融合エネルギー連合講演会」（H

２０．６／１９～２１）共催

・日本アイソトープ協会「第４５回アイソトープ放射

線研究発表会」（H２０．７／２～４）共催

・可視化情報学会「可視化情報学会全国講演会釧路

２００８」（H２０．１０／１１～１２）協賛

・Materials Research Society of Japan「IUMRS

アジア国際会議２００８」（H２０．１２／９～１３）協賛

・日本地熱学会「日本地熱学会平成２０年学術講演

会」（H２０．１０／２９～１１／１）協賛

２００９年度中間事業報告

１．会員状況（２００９年１月１日～８月３１日）

２．年会，委員会などの開催

日本地球惑星科学連合２００９年大会（H２１．５／１６～

２１；千葉・幕張メッセ国際会議場），ゴールドシュ

ミット２００９（H２１．６／２１～２６；スイス・ダボス），

年会（H２１．９／１５～１７；広島大学東広島キャンパ

ス），総会（H２１．９／１６；広島大学東広島キャンパ

ス），評議員会３回（H２１．２／１４，６／１５～３０；電子

メ ー ル に よ り 開 催，９／１４），幹 事 会３回（H

２１．２／７，５／３０，９／５），GJ編集委員会１回，地球化

学編集委員会２回，広報委員会２回，学会賞等受賞

者選考委員会１回，鳥居基金選考委員会２回，将来

計画委員会３回，名誉会員推薦委員会１回

３．会誌発行

Geochemical Journal：Vol．４３（１～４）

地球化学：Vol．４３（１～３号）

４．会員名簿発行（地球化学 Vol．４３特別号）

５．ニュース発行 No．１９６（H２１．３／３０），１９７（H

２１．６／２５），１９８（H２１．８／３１）（「地球化学」と合本）

６．第４回 地球化学ショートコースの実施（H

２１．９／１４）

７．日本地球化学会賞等の授与（柴田賞１件，学会賞

２件，奨励賞３件）

８．GJ賞の授与（スイス・ダボス）

９．鳥居基金助成：第１回 海外渡航２件（１件辞

退），国内研究集会１件

１０．学会などの共催・後援・協賛

・日本質量分析学会「第５７回質量分析総合討論会

２００９」（H２１．５／１３～１５）共催

・日本原子力学会「原子力総合シンポジウム２００９」

（H２１．５／２７～２８）共催

・日本アイソトープ協会「第４６回アイソトープ・放

射線研究発表会」（H２１．７／１～３）共催

・日本地質学会「日本地質学会第１１６年学術大会」

（H２１．９／４～６）共催

・日本粘土学会「第５３回粘土科学討論会」（H

２１．９／１０～１１）共催

・日本地下水学会他４団体「第１５回地下水・土壌汚

染とその防止対策に関する研究集会」（H

２１．６／１８～１９）後援

・可視化情報学会「第３７回可視化情報シンポジウ

ム」（H２１．７／２１～２２）協賛

２０１０年度事業計画

１．年会（立正大学熊谷キャンパス，H２２．９の３日

間）

２．総会（立正大学，年会期間中）

３．日本地球惑星科学連合２０１０年大会（H２２．５／２３～

２８，幕張メッセ）

４．ゴールドシュミット２０１０（H２２．６／１３～１８，米

国・ノックスビル）

５．評議員会３回（うち１回はメールによる会議）

６．幹事会３回

７．会誌発行
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Geochemical Journal：Vol．４４（１～６）

地球化学：Vol．４４（１～４号）

８．ニュース発行 No．２００～２０３

９．「地球と宇宙の化学事典」の出版編集作業

１０．日本地球化学会賞等の授与

１１．鳥居基金助成２回

１２．学会などの共催・後援・協賛
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２００８年度日本地球化学会決算報告（２００８年１月１日～１２月３１日）

収入の部

科目 収入額（円） 予算額（円）

１．会費収入 ８，４３０，０００ ８，１２７，５００
（内訳）一般正会員 ７，１８０，０００ ６，８４０，０００

学生正会員 ４４０，０００ ５０７，５００
シニア正会員 ２８５，０００ ２８５，０００
賛助会員 ２４０，０００ ２４０，０００
在外会員 ２８５，０００ ２５５，０００

２．刊行物売上 ４，０９０，２００ ４，０９０，２００
３．広告料 ６００，０００ １，０２０，０００

（内訳）地球化学 ４００，０００ １，０２０，０００
会員名簿 ０ ０
ウェブ ２００，０００ ０

４．出版助成 ４，２００，０００ ５，１００，０００
５．公開発表助成 ０ ０
８．雑収入 ４４８，０３８ ５０，０００
９．前年度名簿積立金 ０ ０
１０．前年度基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
１１．前年度繰越金 １５，２８２，４７４ １１，８２９，３９１

収入計 ３６，４５０，７１２ ３３，６１７，０９１
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支出の部

科目 支出額（円） 予算額（円）

１．事業費 １５，８６２，１９１ １６，３６０，０００
１．１ 出版費 １２，２３２，３８２ １３，５００，０００
１．１．１ 印刷費 １０，０３７，９９２ １０，８５０，０００
１．１．２ 編集費 １，６５０，０００ １，６５０，０００
１．１．３ 電子化経費 ０ ０
１．１．４ 発送費 ５４４，３９０ １，０００，０００

１．２ 行事費 ５７０，５０４ ４５０，０００
１．３ 公開発表助成 ０ ０
１．４ 学会賞経費 ７７，１１２ ４０，０００
１．５ 委員会活動費 ２３７，４００ ３００，０００
１．６ 名簿積立金 ５００，０００ ５００，０００
１．７ 名簿作成費 ０ ０
１．８ 会員業務委託費 ２，２２６，０６３ １，４５０，０００
１．９ 会員業務郵税 １８，７３０ １２０，０００

２．管理費 １，４８７，３４１ １，８００，０００
２．１ 庶務費 １５０，０００ １５０，０００
２．２ 会議費 ３１，１３５ １００，０００
２．３ 通信費 ０ ５０，０００
２．４ 旅費 ５４４，５００ ７５０，０００
２．５ 選挙費 ０ ０
２．６ 会計費 ０ １００，０００
２．７ 雑費 ９１，３５６ ５０，０００
２．８ ホームページ費用 ４０１，１００ ４００，０００
２．９ 雑誌保管費 ２６９，２５０ ２００，０００

３．予備費 ２８９，２７５ ４００，０００
４．基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
８．次年度繰越金 １５，４１１，９０５ １１，６５７，０９１

支出計 ３６，４５０，７１２ ３３，６１７，０９１

１．１．出版費明細

事項 英文誌 和文誌 ニュース その他 支出計

１．１．１ 印刷 ７，５２８，４９２ ２，５０９，５００ ← ０ １０，０３７，９９２
１．１．２ 編集 １，２５０，０００ ２５０，０００ １５０，０００ ０ １，６５０，０００
１．１．３ 電子化 ０ ０ ０ ０ ０
１．１．４ 発送 ５４４，３９０ ← ← ０ ５４４，３９０

出版費計 ９，３２２，８８２ ２，７５９，５００ １５０，０００ ０ １２，２３２，３８２

英文誌：Geochemical Journal：Vol．４２，No．１～６。
和文誌：地球化学：Vol．４２，１～４号（ニュース No．１９２～１９５を合本発行）。
ニュース印刷費は和文誌に含まれる。
和文誌４号は，全て英文誌と同時発送し，発送費は英文誌に含まれる。
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貸借対照表（２００８年１２月３１日現在）

２００８年度鳥居基金決算報告（２００８年１月１日～１２月３１日）

２００８年度ゴールドシュミット国際会議基金決算報告（２００８年１月１日～１２月３１日）

資産の部

現金 ４６７，６９０
普通預金（会計） ２，９３４，４５６
普通貯金 １１，１９５，５０９
国際文献印刷 郵便振替 ５，１０３，４９０
国際文献印刷 みずほ銀行 １，７２７，２６０

計 ２１，４２８，４０５

負債・正味財産の部

前受会費 ２，６１６，５００
基本財産充当引当金 ３，４００，０００
正味財産（繰越金） １５，４１１，９０５

計 ２１，４２８，４０５

収入の部

科目 金額（円）

１．前年度繰越金 ３，１７７，１３２
２．普通貯金利子 ５，４９３
３．その他 ０

収入計 ３，１８２，６２５

支出の部

科目 金額（円）

１．助成 １００，０００
内訳 助成１００，０００円１件

２．その他 ０
３．次年度繰越金 ３，０８２，６２５

支出計 ３，１８２，６２５

資産状況

科目 金額（円）

普通貯金 ３，０８２，６２５
定額貯金 ０

資産計 ３，０８２，６２５

収入の部

科目 金額（円）

１．前年度繰越金 １，８５４，４５４
２．その他 ０

収入計 １，８５４，４５４

支出の部

科目 金額（円）

１．Goldschmidt 2008共催金 ３２５，０４４
２．その他 ０

３．次年度繰越金 １，５２９，４１０

支出計 １，８５４，４５４
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２００９年度日本地球化学会中間決算（２００９年１月１日～８月３１日）

収入の部

科目 収入額（円） 予算額（円）

１．会費収入 ７，４５８，５００ ８，７１８，５００
（内訳）一般正会員 ６，６１０，０００ ７，００１，５００

学生正会員 ３６３，５００ ５５７，０００
シニア正会員 ２６５，０００ ２８０，０００
賛助会員 ２２０，０００ ２４０，０００
在外会員 ６４０，０００

２．刊行物売上 ０ ４，１５５，９００
３．広告料 ０ １，０００，０００

（内訳）地球化学 ０ ８００，０００
会員名簿 ０ ０
ウェブ ０ ２００，０００

４．出版助成 ３，８００，０００ ４，２００，０００
５．成果公開（B） ０
６．成果公開（C） ０
７．雑収入 ２０，１１８ ５０，０００
８．前年度名簿積立金 ５００，０００ ５００，０００
９．前年度基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
１０．前年度繰越金 １５，４１１，９０５ １１，６５７，０９１

収入計 ３０，５９０，５２３ ３３，６８１，４９１
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支出の部

科目 支出額（円） 予算額（円）

１．事業費 ６，７９６，４８６ １６，９３０，０００
１．１ 出版費 ４，１１０，００２ １２，９００，０００
１．１．１ 印刷費 ２，０８０，４７２ １０，５００，０００
１．１．２ 編集費 １，８００，０００ １，８００，０００
１．１．３ 電子化経費 ０ １００，０００
１．１．４ 発送費 ２２９，５３０ ５００，０００

１．２ 行事費 ３５８，５５１ ６００，０００
１．３ 学会賞経費 ８６，９４０ ８０，０００
１．４ 委員会活動費 ５１，４８０ ３００，０００
１．５ 名簿積立金 ０ ０
１．６ 名簿作成費 ８５８，２７０ １，０００，０００
１．７ 会員業務委託費 １，３２２，２７３ ２，０００，０００
１．８ 会員業務郵税 ８，９７０ ５０，０００

２．管理費 ９３５，９２０ ２，０５０，０００
２．１ 庶務費 １５０，０００ １５０，０００
２．２ 会議費 １７，０７０ １００，０００
２．３ 通信費 ０ ５０，０００
２．４ 旅費 ４７８，６００ ７５０，０００
２．５ 選挙費 ０ ２５０，０００
２．６ 会計費 １００，０００ １００，０００
２．７ 雑費 ３９，９５０ ５０，０００
２．８ ホームページ費用 １００，８００ ４００，０００
２．９ 雑誌保管費 ４９，５００ ２００，０００

３．予備費 １５７，２３２ ４００，０００
４．基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
５．次年度繰越金 ０ １０，９０１，４９１

支出計 １１，２８９，６３８ ３３，６８１，４９１

１．１．出版費明細

科目 英文誌 和文誌 ニュース その他 支出計

１．１．１ 印刷 ９８８，９９７ １，０９１，４７５ ← ０ ２，０８０，４７２
１．１．２ 編集 １，２５０，０００ ２５０，０００ １５０，０００ １５０，０００ １，８００，０００
１．１．３ 電子化 ０ ０ ０ ０ ０
１．１．４ 発送 ２２９，５３０ ← ← ０ ２２９，５３０

出版費計 ２，４６８，５２７ １，３４１，４７５ １５０，０００ １５０，０００ ４，１１０，００２

ニュース印刷費は和文誌に含まれる。
和文誌４号は，全て英文誌と同時発送し，発送費は英文誌に含まれる。
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２０１０年度日本地球化学会予算（２０１０年１月１日～１２月３１日）

収入の部

科目 ２０１０年予算額（円） ２００９年予算額（円）

１．会費収入 ８，６２１，５００ ８，７１８，５００
１．１ 一般正会員 ７，１０６，０００ ７，００１，５００
１．２．１ 学生正会員 ２８５，０００ ２００，０００
１．２．２ 学生正会員（修士パック） ４２０，０００ ３５７，０００
１．３ シニア正会員 ２８５，０００ ２８０，０００
１．４ 賛助会員 ２４０，０００ ２４０，０００
１．５ 在外会員 ２８５，０００ ６４０，０００

２．刊行物売上 ４，１５５，９００ ４，１５５，９００
３．広告料 ６４０，０００ １，０００，０００

３．１ 地球化学 ４００，０００ ８００，０００
３．２ 会員名簿 ０ ０
３．３ ウェブ ２４０，０００ ２００，０００

４．出版助成 ３，２００，０００ ４，２００，０００
５．雑収入 ５０，０００ ５０，０００
６．前年度名簿積立金 ０ ５００，０００
７．前年度基本財産充当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
８．前年度繰越金 １０，９０１，４９１ １１，６５７，０９１

収入合計 ３０，９６８，３９１ ３３，６８１，４９１
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支出の部

科目 ２０１０年予算額（円） ２００９年予算額（円）

１．事業費小計 １４，９１０，０００ １６，９３０，０００
１．１ 出版費 １１，９００，０００ １２，９００，０００
１．１．１ 印刷費 ９，５００，０００ １０，５００，０００

（GJ） ７，０００，０００ ８，０００，０００
（地化） ２，５００，０００ ２，５００，０００

１．１．２ 編集費 １，８００，０００ １，８００，０００
（GJ） １，２５０，０００ １，２５０，０００
（地化） ２５０，０００ ２５０，０００
（ニュース／HP） ３００，０００ ３００，０００

１．１．３ 電子化経費 １００，０００ １００，０００
１．１．４ 発送費 ５００，０００ ５００，０００

１．２ 行事費 ６００，０００ ６００，０００
１．３ 学会賞経費 ８０，０００ ８０，０００
１．４ 委員会活動費 ３００，０００ ３００，０００
１．６ 名簿作成費 ０ １，０００，０００
１．７ 会員業務委託費 ２，０００，０００ ２，０００，０００
１．８ 会員業務郵税 ３０，０００ ５０，０００

２．管理費小計 １，６７０，０００ ２，０５０，０００
２．１ 庶務費 １５０，０００ １５０，０００
２．２ 会議費 １００，０００ １００，０００
２．３ 通信費 ２０，０００ ５０，０００
２．４ 旅費 ７００，０００ ７５０，０００
２．５ 選挙費 ０ ２５０，０００
２．６ 会計費 ５０，０００ １００，０００
２．７ 雑費 ５０，０００ ５０，０００
２．８ ホームページ費用 ４００，０００ ４００，０００
２．９ 雑誌保管費 ２００，０００ ２００，０００

３．予備費 ４００，０００ ４００，０００
４．基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
５．次年度繰越金 １０，５８８，３９１ １０，９０１，４９１

支出計 ３０，９６８，３９１ ３３，６８１，４９１

実収入＊ １６，６６６，９００ １８，１２４，４００
実支出＊＊ １６，９８０，０００ １９，３８０，０００

差引 －３１３，１００ －１，２５５，６００

＊実収入：収入計から繰越金，基本財産引当金，名簿積立金を除いたもの。
＊＊実支出：支出計から繰越金，基本財産引当金，名簿積立金を除いたもの。

― 17 ―



学会からのお知らせ

●２０１０～２０１１年度役員選挙結果報告

次期役員選挙の結果について御報告致します。

有効投票数 １７３票

会長

当選 海老原充 次点 蒲生俊敬

副会長

当選 吉田尚弘 次点 佐野有司

監事

当選 松久幸敬 次点 兼岡一郎

評議員

当選（得票順）

鍵裕之・鈴木勝彦・高橋嘉夫・中井俊一・山本鋼

志・川幡穂高・下田玄・谷水雅治・松本拓也・橘省

吾・丸岡照幸・平野直人・野尻幸宏・三澤啓司・山中

寿朗・西尾嘉朗・瀧上豊・谷本浩志・松枝秀和・川口

慎介

次点 植田千秋

以上です。

選挙管理委員長 天川裕史

選挙管理委員 岩森 光・小畑 元

●「柴田賞・学会賞・奨励賞」２００９年度受賞者紹介

柴田賞：高岡宣雄会員（九州大学名誉教授）

受賞題目：「希ガス同位体比の精密分析に基づいた地

球・宇宙科学の研究」

高岡宣雄さんは１９６８年大阪大学

理学部で故緒方惟一教授のもと

で，質量分析計を用いた原子核研

究により学位を取得されました。

以来，大阪大学，山形大学，九州

大学を歴任し退官されるまで一貫

して質量分析計の開発，そして自

己の開発した装置を用い，原子核から地球科学そして

隕石学と極めて幅の広い分野で多くの優れた業績を挙

げ，１９８０年代に至り日本の希ガス地球科学が世界の

リーダーとして認知される上で大きな貢献をなされま

した。

高岡さんは，大学院生，助手として緒方教授・岡野

助教授に協力し，ヘリウムからゼノンまですべての希

ガスを高精度で測定することが可能な質量分析システ

ムの完成に大きな寄与をしました。この大きなスケー

ルの共同研究の中で，高岡さんが中心となり従来の外

部加熱型真空炉に多くの創意工夫を加え，２０００℃まで

加熱可能な超高真空炉の開発に成功しました。この装

置により，世界ではじめてダイヤモンドに含まれる超

微量の希ガス同位体比測定に成功し，地球深部構造解

明に新しい道を拓く端緒となりました。

また地球科学研究者と協力し，この優れた装置を駆

使し多くのマントル物質中の希ガス同位体比測定を行

い，地球マントル・ダイナミックスの解明に重要な寄

与をなされました。因にマントル物質中の極微小量希

ガスの同位体比精密分析は１９７０年代初頭までは世界的

にも例がなく日本の希ガス地球科学に世界の研究者の

注目を集める要因ともなりました。

高岡さんは，実験的研究の傍ら，宇宙科学／隕石

科学への深い洞察から，１９７２年に，“始源的ゼノン

（Primitive Xe）”に就いて極めて独創的アイデアを提

唱されました。この仮説は，初期太陽系元素組成と言

う惑星科学の根本に関わる問題に重要な一石を投じた

もので，その提唱いらい４０年を経た現在でもいまだに

世界の研究者のテーマとして繰り返し取り上げられる

と言うのは驚きです。隕石学研究上の重要なブレーク

スルーの一つとなりました。

一方，阪大緒方研究室の中心的研究テーマの原子核

物理，なかでもニュートリノ物理の探求にもこの優れ

た質量分析システムは大きな役割を果しました。謎に

満ちたニュートリノの解明には，二重ベーター放射崩

壊の半減期の測定が決め手になると言う，当時の素粒

子物理学の仮説に応え，世界の幾つかの研究グループ

は１９７０年から８０年代にかけ二重ベーター放射崩壊を起

こす Teの半減期の測定にしのぎを削りました。高岡

グループが求めた，約８×１０２０年の半減期は現在世界

で最も信頼されている値です。

以上に述べた幾つかの地球・宇宙化学研究の優れた

成果に並んで，柴田賞に特に推薦したいもう一つの理

由として，高岡さんの非利己的な研究協力態度を挙げ

たいと思います。自己の開発した極めて優れた実験装

置とそれを動かす技術を，積極的に地球化学の研究者

に広く提供し，日本の希ガス地球科学研究の発展に極

めて大きな貢献をされた事をとりわけ強調したいと思

います。

小嶋稔（東京大学名誉教授）

― 18 ―



日本地球化学会賞：南川雅男会員（北海道大学大学院

地球環境科学研究院）

受賞題目：「生元素同位体による自然と人類の持続的

共生の仕組みに関する研究」

南川雅男会員は，１９７２年に北海

道大学水産学部水産化学科を卒

業，１９７７年に博士課程単位取得退

学し，三菱化成生命研究所に就職

されました。１９８０年に水産学博士

を取得され，１９９１年に同研究所室

長となられました。その間，カリ

フォルニア大学ロサンゼルス校に客員研究員として滞

米されています。１９９３年，北海道大学大学院地球環境

科学研究科助教授に着任され，１９９６年から教授になら

れました。現在，北海道大学大学院地球環境科学研究

院教授で研究院長としても活躍されています。

南川雅男会員の最大の業績は，有機物中の窒素と炭

素の同位体分析法を確立し，食物網を通して生物体の

窒素と炭素の同位体比が変化することを明らかにした

ことです。この地球化学的手法を基に，海洋生態学，

古環境解析学，文化人類学などへの応用研究への発展

に導き，自然科学分野を越えた広い領域へ大きな貢献

されています。

南川会員は，窒素同位体分析のための有機物の熱分

解法を検討する中で，従来の湿式分解では分解が不完

全であることを示し，石英管の二重封管燃焼法による

最適条件を提案し，分析効率と測定精度を格段に高め

ました。この手法によって，どのような窒素代謝系を

もった動物にも共通してその消化に伴って窒素同位体

の分別が起こることを飼育実験と野外試料の分析結果

から示しました。その濃縮効果により食物連鎖の高次

消費者のδ１５Nが段階的に生態系の中で高くなること

を報告し，多くの分野での応用研究へ先鞭をつけまし

た。この論文の被引用件数は一千件に達しようとして

います。海洋では，窒素固定能をもつ植物プランクト

ンが大気中の Nを基質として生育する際に発現する

同位体効果から，貧栄養な外洋での窒素固定の規模と

役割について明らかにしました。

また，組成の異なる多数の物質の混合比を，２種類

の同位体によって確率論的に推定する普遍的な方法を

提案されました。この方法を，現代日本人の毛髪と５

種の食物資源の同位体比組成の解析に応用し，食性復

元が可能なことを示しました。文化人類学的には，野

生のイノシシと家畜化されたイノシシまたはブタを区

別する地球化学的手法を提案し，琉球諸島で発掘され

た７千年から２千年以前の野生イノシシやシカの分布

が本州の個体分布と異なっていることから，先史時代

の家畜飼育形態と交易による島嶼部への資源輸入の可

能性を示唆しました。

以上のように南川会員は，地球化学分野において先

駆的で顕著な研究業績をあげられ，他の学問分野への

応用研究としても多大な貢献をされており，今回の学

会賞の受賞となりました。

（学会賞等選考委員会による推薦理由書より編集）

日本地球化学会賞：吉田尚弘会員（東京工業大学大学

院総合理工学研究科）

受賞題目：「アイソトポマー自然存在比の計測による

地球表層物質循環の研究」

吉田尚弘さんは東京工業大学理

学部化学科の松尾禎士先生のご指

導のもとでご自身が興味をもたれ

た温暖化ガスの同位体による研究

を始められました。大学院では私

が当時おりました三菱化成生命科

学研究所に頻繁にいらして微生物

培養実験をされました。そのご縁で１年間ポスドクと

して研究所に在籍され，その後，富山大学理学部地球

科学科の助手，名古屋大学大気水圏科学研究所助教授

を経て，東工大の環境系２専攻を担当された後，東工

大の研究拠点であるフロンティア創造共同研究セン

ターに５年間学内異動された後，現職に就かれていま

す。

吉田さんはこれまで環境物質の軽元素安定同位体の

自然存在度を精密に計測して，起源を正確に推定する

研究を精力的に行って来ました。助手に着任以来１０数

年ほど，ほぼ毎年，同位体を指標とする温暖化ガスの

循環解析や生物―環境間相互作用に関する研究テーマ

で科研費を取得されるなど，活発に同位体地球化学の

研究を一貫して行って来られました。名古屋大助教授

当時に研究代表者として，１９９６年に科学技術振興機構

（JST）の CREST（戦略的基礎）研究に採択されま

した。通常の一種または多種軽元素に関する同位体研

究に加えて，分子内分布，非質量依存分別，複数置換

分子種などで特徴づけられるアイソトポマー（iso-

topomer：同位体分子種あるいは同位体分子）につい

て，独創的な発想に基づいた計測法を開発し，物質分

子の起源を推定する研究をスタートさせました。２００２
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年にはそれぞれ重要な CREST研究の１０課題から継続

発展させる１課題として選ばれ，引き続く５年間の

SORST（戦略的発展）研究で，大気，海洋，陸域の

地球規模の環境観測を通して重要な発見を行い，新た

な研究分野を切り拓き，顕著な業績をあげています。

２００４年には２１世紀 COE地球の東工大サブリーダー

となり，地球惑星環境を含めたそれまでの同氏の研究

方法の幅広い地球化学への適用が始まり，３種酸素同

位体に加えて，未だ世界的に少数の研究室でのみ計測

可能な４種硫黄同位体についての非質量依存分別や複

数同位体置換分子種などの計測を可能にして，地球史

を通じた，地球表層環境について，物質循環の研究を

推進されました。本年にはこれまでの成果と今後の発

展が期待できるとして採択された「グローバル

COE：地球たちの大気―気候班リーダー」として博

士課程学生を含む若手研究者とともに教育研究を推進

されています。

吉田さんは，計測可能とした物質についてアイソト

ポマー解析を速やかに応用し，空間的には海洋底か

ら，成層圏まで，時間的には地球初期から現在までに

亘り，新たな研究対象となるために必要な，理論化

学，模擬実験，観測，解析，モデル化といった多岐に

亘る研究手法を駆使して研究を行って来ています。分

野の性格も相まって，地球化学をベースとして，国内

外の化学，環境学，地球惑星科学，生命科学など幅広

い研究者と多く共同研究を行って，６編（うち４編は

主著者）の Nature誌掲載論文を含む査読つき原著論

文，国際会議録に多数の論文を公表されてきました。

加えて，編書６編（主として英文）を含む著書（英文，

和文ほぼ同数）多数が公表されています。２００１年に横

浜で吉田さんが主宰として提案・開催した第１回アイ

ソトポマー国際会議（ISI）は JST（科学技術振興機

構）主催，IAEA（国際原子力機関），EC（欧州連合）

共催で開かれ，その後隔年で第２回（イタリアで EC

主催），第３回（アメリカで UCSD主催），第４回（東

京で東工大主催），第５回（２０１０年，欧州主催）と発

展していて，世界的に高く評価されています。

このように研究に邁進する一方で，ご本人にはその

意識はないと思いますが，結果的には東工大に地球化

学の研究室を再開し，これまでにほぼ毎年１人の博

士，５名の修士，２人の学士の指導にあたり，様々な

分野で活躍する学生を輩出して来ています。不思議な

ことに留学経験をお持ちでありませんが，国際的に活

躍され，大事な役割もされて来ました。UNESCOの

IHP（国際水文学）研修コースを主宰しアジア太平洋

域の若手研究者の研修にも携われました。AGUの

GRL（Geophysical Research Letters）誌の editorと

して３年間で１４００を超える投稿論文を扱われ，ノーベ

ル平和賞受賞の IPCC掲載論文など多数の採否に関わ

られました。最初の Online Journalとして発足した

EGU（European Geosciences Union）の ACP（At-

mospheric Chemistry and Physics）誌には最初から

現在まで日本で唯一の editorとして投稿論文を扱

い，国際誌と研究分野の質の向上に貢献されていま

す。科研費，NSF，JSTや RITEの審査評価はもと

より，日本学術振興会のプログラムオフィサーとして

３年間，科研費・PDなどの改革に取り組まれまし

た。第２０期日本学術会議連携会員として，化学，環

境，地球惑星の部会を通じて地球化学の発展に取り組

んで来られました。

ご本人はいつも「まだアイソトポマー研究の「ア」

までしか来ていない，まだまだやらなくてはいけない

ことがたくさんあり，せめて「アイソ」までは進めた

い」と言われています。筆者は吉田さんに対してはこ

れまで supervisorとして厳しい助言をして来ました

し，今後もそうしたいと希望しています。今回の受賞

は「新たな研究を始めたこと」が評価されたので今後

さらに精進していただきたいという，今後のさらなる

発展を期待して紹介とさせていただきます。

和田英太郎（海洋研究開発機構）

日本地球化学会奨励賞：飯塚毅会員（オーストラリア

国立大学）

受賞題目：「HfおよびW同位体比を用いた地球初期

地殻進化の研究」

飯塚毅さんは東京工業大学理学

部地球惑星科学科を卒業され，同

大学大学院に進学され，２００６年３

月に学位を取得しています。この

あいだ丸山茂徳教授のもとで

フィールド地質学の教育を受け，

平田岳史准教授のもとでレーザー

アブレーション ICP質量分析計によるジルコンのハ

フニウム同位体比の分析法を開発しています。２００６年

４月からは日本学術振興会特別研究員（SPD）とし

て，東京大学地震研究所で，地球初期の隕石重爆撃の

影響を検証するため，太古代の堆積岩などのタングス

テン同位体比分析を行いました。２００７年８月からオー
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ストラリア国立大学に研究の場を移し，太古代の希土

類元素鉱物のレーザーアブレーション ICP質量分析

計による Ndの局所分析に取り組みました。２００９年４

月からは，日本学術振興会海外特別研究員として，

オーストラリア国立大学で分化した隕石の研究を始め

ています。

飯塚さんは研究を始めたときから一貫して，初期地

球の大陸地殻の形成進化に関することを中心課題とし

て選んでいます。初期地球での大陸成長を定量的に理

解するためには，形成された地殻が，真にマントルか

ら付加したものであるか，あるいは以前の地殻が再溶

融したものであるかを定量的に見積もる必要がありま

すが，非常に難しい問題です。飯塚さんはこの問題

を，太古代のジルコンの年代と，その鉱物のHf同位

体比からの情報を組み合わせることにより解決してい

ます。ジルコンはウランを１００ppm程度含みますが，

鉛は結晶格子にはほとんど入ることができないため，

U-Pb年代測定に非常に有用な鉱物です。また，変成

作用など二次的な作用の影響を受けにくいため，地球

初期史の研究をすすめるうえで重要です。１９９０年代以

降の太古代の地球の進化の研究は，この鉱物を抜きに

しては語れません。この鉱物はひとつの分析スポット

のデータから年代が得られます。同位体についても局

所分析ができれば，３０億年以上前の地球化学的な情報

に迫ることができます。飯塚さんは，当時東京工業大

学の平田先生と共同でレーザーアブレーション ICP

質量分析計をもちいたジルコンのHf同位体分析法の

開発に成功しました。その結果，これまで確認されて

いる世界最古のカナダ Acasta岩石が形成される以前

に，既にマントル―地殻分化が起こっていたこと，ま

た４０億年以前の地殻物質が再溶融して太古代初期のア

カスタ花崗岩を形成したことを明らかにしました。

学位取得後は，まず東大地震研の私の研究室で，隕

石の重爆撃の痕跡とマグマオーシャンでの元素の分別

を調べるために，消滅核種の１８２Hf-１８２W壊変系を用い

た研究に取り組みました。１８２Hfは半減期９００万年で
１８２Wに壊変するため，Wの同位体比は惑星形成の初

期におこるコア形成の時期の研究に用いられています

が，隕石と地球物質との同位体比の差から隕石の重爆

撃の痕跡を調べる強力な手段となります。また，Hf

に比べて娘元素のWは液相濃集性が非常に高いた

め，地球初期のマグマオーシャンで二つの元素が分別

し，マグマオーシャンでの分別が非常に早い時期にお

こればWの同位体比が変化することが予想されま

す。これらの研究要求されるW同位体比の高精度分

析のために，いろいろ改良を加えました。とくに同位

体比測定で得られたデータから分析装置の安定性を評

価し，測定結果の信頼性を判断する工夫をしたデータ

処理法を考え出したのに感銘を受けました。W同位

体比の測定結果を，もうひとつの消滅核種の壊変系で

ある１４６Sm-１４２Ndのデータと組み合わせて，マグマオー

シャンの継続時期などを考察した論文は，現在査読さ

れているところです。日本学術振興会特別研究員の後

半には，研究拠点をオーストラリア国立大学に研究拠

点を移していますが，ここでも，太古代の鉱物の局所

同位体比を用いた研究を続けられています。

以上述べたように，飯塚さんはフィールド地質学，

機器分析，岩石試料の化学処理の幅広い分野において

優秀な能力を示しています。共同研究を始めてから感

じたことであるが，研究領域を意識的に拡大してお

り，かつそれに成功し，どの領域でも他を引き離す能

力を獲得しています。２００９年の４月からは同じオース

トラリア国立大学で，分化した隕石の研究を始められ

ていますが，ここでも，局所分析，いろいろな壊変系

を駆使する予定とうかがっています。初期地球の進化

から，さらに広く惑星科学に参入された飯塚さんです

が，彼の意欲を持ってすれば，そのうち他の惑星の

フィールド調査に出かけるのではとまで思うほどで

す。

また，輪講やセミナーで後輩の指導を積極的に行

い，後輩が行うセミナーでは発表内容について適切な

質問をして，発表者に問題点の理解を深めさせるだけ

でなく，効果的な発表の仕方も積極的に指導していた

だき，教育者としての資質を感じました。今後の，さ

らなる研究の発展と活躍を期待してやみません。

中井俊一（東京大学地震研究所）

日本地球化学会奨励賞：関 宰会員（北海道大学低温

科学研究所）

受賞題目：「バイオマーカーを用いた古気候変遷と物

質循環に関する地球化学的研究」

関宰会員は１９９８年に東京都立大

学（現首都大学東京）を卒業後，

２０００年に同大学大学院理学研究科

で修士の学位を取得しました（指

導教員，石渡良志教授）。その

後，北海道大学大学院地球環境科

学研究科博士後期課程に進学し
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（低温科学研究所河村研究室に配属），２００３年に博士

の学位（地球環境学）を取得しました。学位取得後，

COE研究員（北大低温研），日本学術振興会特別研究

員（北大地球環境）を経て，２００９年４月に北海道大学

低温科学研究所の准教授に採用されております。学振

特別研究員として，英国ブリストル大学に１年間滞在

しました。

関会員は大学院時代から現在に至るまで，有機地球

化学的手法を用いた古環境復元と物質循環の研究に従

事してきました。東京都立大学では，カリフォルニア

沖の堆積物中のアルケノンの解析により北東太平洋域

の過去１４万年間の古水温を詳細に復元し，最終氷期に

おける突然かつ急激な気候変動（ダイスガードオシュ

ガーサイクル）に伴う水温変動を初めて報告しまし

た。当時は分析の自動化が現在ほどには進んでおら

ず，有機分子の測定には多大の時間と労力がかかる状

況でしたが，関会員は驚くべき高時間分解能のデータ

を産出するなど日夜実験に集中していたようです。

北海道大学では，オホーツク海堆積物中の有機物ト

レーサーを用いた古環境解析，現在のオホーツク海に

おける生物生産や陸から海洋への物質循環の解明を行

いました。オホーツク海の堆積物コアを解析し最終氷

期から現在までの環境変遷の復元を試みた結果，融氷

期における生物地球化学環境の劇的な変化を見いだし

ました。すなわち，現在のオホーツク海は珪藻を主体

とした生物生産の高い海域として大気二酸化炭素の効

率的な吸収域となっていますが，融氷期においては二

酸化炭素を放出する円石藻が一次生産の主力であった

ことを発見するなど，炭素循環と気候変動の研究上で

重要な発見をしました。またこの時期には海洋への陸

起源物質の流入が著しく増大していた事も明らかに

し，海水準の上昇に伴う陸棚の水没と中層水の形成に

よって陸源物質の輸送を提案しました。さらに最新の

古水温指標（TEX８６古水温計）の分析から，融氷期

はオホーツク海の夏期の表層水温が現在よりも若干高

かったことなど，オホーツク海の古環境変遷の研究に

おいて重要な成果を発表しています。

関会員は，北大低温研に導入されたガスクロマトグ

ラフ／熱分解炉／同位体質量分析計システムの立ち上

げにも重要な貢献をするとともに，中国の泥炭コア中

の植物ワックスの分子レベル水素同位体比測定を行

い，最終氷期以降の中国北部の降水量の変動の復元に

も取り組みました。その結果，融氷期の降水量は現在

よりも高かったことを明らかにし，アジアモンスーン

の過去における変動の研究へと発展しています。更

に，有機物トレーサーの分子レベル水素同位体比の手

法を河川の物質循環と起源の研究に初めて応用し，こ

の手法の優位性と物質循環への応用の展望を明らかに

しました。

ブリストル大学では主に鮮新世の気候変動の研究に

取り組みましたが，オランダの海洋研究所に出向き，

新たな古水温プロキシーである TEX８６の解析手法を

学ぶなど最新技術の導入にも積極的です。これら最新

の方法論に基づき，鮮新世の気候変動においても重要

な発見をしています。熱帯太平洋の気候状態は全球的

な気候変動と関連性があり，鮮新世の温暖期にはより

エルニーニョ的に，寒冷な時期にはラニーニャ的な気

候状態であることを明らかにしました。また高時間分

解能で過去５００万年間の大気二酸化炭素濃度変動を世

界で初めて復元し，鮮新世の温暖期において大気 CO２

濃度が４００ppmと産業革命前の値よりも高く，３００万

年前に起った北半球の寒冷化に同調して減少していっ

たことを見いだしました。

このように関会員は有機物トレーサーを用いて古環

境，物質循環の研究において多くの優れた成果を上げ

てきました。今後も有機地球化学を基礎に新たな領域

に挑戦していかれることを期待しています。

河村公隆（北海道大学低温科学研究所）

日本地球化学会奨励賞：中村謙太郎会員（海洋研究開

発機構）

受賞題目：「海底熱水系における水―岩石反応過程と

その表層環境に与える影響」

中村謙太郎さんは，１９９３年に山

口大学理学部地質学鉱物科学科に

入学し，加藤泰浩さんの指導の下

で研究の第一歩を踏み出されまし

た。その後，１９９７年に同大学院理

工学研究科化学・地球科学専攻の

博士前期課程，１９９９年には同研究

科自然共生科学専攻博士後期課程に進学し，引き続き

加藤さんの下で研究を続けました。２０００年の５月に加

藤さんが東京大学に異動されたのに伴い，同年１０月東

京大学大学院工学系研究科地球システム工学専攻博士

後期課程に入学をし直し，加藤さんの下さらに３年半

におよぶ研鑚を積まれた後，２００４年３月に博士の学位

を取得しました。博士課程在籍中の２００３年には，日本

学術振興会特別研究員（DC２）に採用され，学位取
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得後も一年間同特別研究員として東京大学に在籍しま

した。その後，日本学術振興会特別研究員（PD）に

採用され，独立行政法人海洋研究開発機構地球内部変

動研究センターの我々の研究グループへと来られまし

た。２００８年４月には，東京大学大学院工学系研究科附

属エネルギー・資源フロンティアセンターの助教に採

用されました。その後，２００９年７月に独立行政法人海

洋研究開発機構システム地球ラボの我々の研究グルー

プ（プレカンブリアンエコシステムラボ）に研究員と

して採用され，現在に至っています。

中村さんは，これまでの経歴を通じて一貫して「熱

水変質による水―岩石間の元素挙動」をテーマに研究

を進めています。一方で，その研究の切り口は実に多

彩であり，主成分元素の挙動から海洋の物質循環を考

察したかと思うと，二酸化炭素の挙動から太古代地球

のグローバル炭素循環を推定し，はたまた水素の挙動

から初期生命の生息環境に迫るなど，手法も時代も

様々で非常に多様な研究を展開しています。彼の海と

の関わりは卒業研究からです。卒業研究では，インド

洋中央海嶺からドレッジされた変質岩を研究し，中央

海嶺熱水系の低温から高温に至る水―岩石反応におけ

る主成分および微量元素の挙動を詳細に解析し，中央

海嶺熱水系が海洋物質循環へ与える影響を考察してい

ます。このとき，サンプルを所有していた東京大学海

洋研究所に半年間常駐したことがきっかけで，その後

も海洋研に入り浸るようになり，このことが後の多く

の研究者仲間との出会いにつながっています。また，

この時の卒業論文は長い時を経てインド洋中央海嶺を

研究する研究者の目に止まり，彼が学位取得後に再び

インド洋の研究に深く関わるきっかけとなっていま

す。中村さんとインド洋との深い縁を感じずにはおれ

ません（一説では，顔の彫りが深いことから，彼の

ルーツはインドではないかと言われていましたが，あ

ながち嘘ではないのかも知れません）。一方で，この

研究によって得られた水―岩石反応における元素挙動

の知見を，陸上に産する緑色岩のテクトニックセッ

ティング推定に応用し，ここでも重要な成果を挙げて

います。「水―岩石反応の元素挙動」というテーマに

対して切り口を自由自在に変えることで，多様な研究

を展開するという彼の研究スタイルは，このころから

すでに形作られていたことが窺えます。

大学院時代は，インド洋から一転して西オーストラ

リア，ピルバラ地塊の３５億年前の海底玄武岩を研究さ

れました。場所と時代はがらりと変化していますが，

彼の研究の柱は変わらず，「水―岩石反応の元素挙

動」です。特に熱水変質作用に伴う水―岩石間の二酸

化炭素の挙動に注目して研究を進め，太古代の海底熱

水活動によって海洋の二酸化炭素が海洋地殻中に炭酸

塩鉱物として固定されていたことを突き止めました。

そして，当時の地球のグローバル炭素循環において海

底熱水変質が主要な役割を演じていたことを明らかに

しています。この研究は，過小評価されてきた太古代

の海底熱水活動の役割を正しく認識させ，初期地球の

表層環境とその変遷を考える上で極めて重要な研究で

す。２００４年に GCA誌に発表された論文は現在まで多

くの研究者に引用されていることがその重要性を如実

に表しています。

２００５年に学振 PDとして私たちの研究グループに

加わると，ほぼ同時期に我々と生物系の研究者とで

立ち上げた UltraH３（Ultramafics-Hydrothermalism

-Hydrogen-HyperSLiME）リンケージプロジェクト

（超マフィック岩―熱水活動―水素―超好熱独立栄養

微生物生態系（ハイパースライム）の相互作用こそ

が，地球初期の最も始源的な生命活動とその進化を

担っていたことを検証する研究プロジェクト（http://

www.jamstec.go.jp/less/precam/j/index.html））に 携

わり，熱水変質作用による生体必須元素の挙動から熱

水系における地質―生命相互作用を解明する試みをス

タートさせました。それからは，研究船によるフィー

ルド調査，熱水実験装置の製作・立ち上げ，分析手法

の開発とこのプロジェクトで行われているすべてのこ

とに携わり，文字通り獅子奮迅の活躍をされました。

そして，インド洋中央海嶺かいれい熱水フィールドの

特異な熱水生態系を支える高水素熱水の成因解明や，

まったくゼロからの熱水実験装置立ち上げと改良，そ

してそれを用いた実験，さらには ICP-MSを用いた

岩石および水試料の簡便で高精度な実用的分析法の開

発等を次々と行っていき，多くの成果をものにしまし

た。そんな我々の研究グループの一員として大いに活

躍してくれた中村さんでしたが，学振 PDの任期が満

了となった２００８年に，東京大学大学院工学系研究科に

新設されたエネルギー・資源フロンティアセンターに

助教の職を得て移られることとなりました。同セン

ターでは，新たに研究の切り口を有用金属元素の挙動

へと変え，資源という側面から熱水系の研究を展開し

ています。また，太古代海底熱水活動の研究によって

得られた知見をもとに，二酸化炭素の地中貯留におけ

る水―岩石間の二酸化炭素の挙動を明らかにする研究
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にも着手され，面白い結果を出しつつあります。

このように，中村さんは「水―岩石反応の元素挙

動」というテーマをぶれることなく貫きながら，しか

し時には無節操とも思われるほど多種多様な手法に手

を出し，結果的にそれをものにして，多彩な切り口か

ら新たな研究の展開を紡ぎ出し，次々と重要な成果を

挙げるユニークな研究者です。一方，素顔の彼は実に

温厚で誠実な人柄であり，こちらが心配になるくらい

に（？）控え目な人です。人柄が研究をするわけでは

ありませんが，彼のために何とかしてやろうと思わせ

るというのは，研究活動には大きなメリットであり，

誰でもできるものではありません。ただ，控えめなの

ですが，実は彼のツボにはまってしまうと堰を切った

ように，話が止まらない。例えば，最近彼がはまって

いる熱水域での熱力学のことを質問しようものなら，

何時間も話が止まらない。もう帰りたいのだけどな

あ，と心の中で思いながら彼の話に頷いていたことが

何度あったか。

彼は，家庭ではしっかりものの奥様にしたがう良き

夫（つまりは尻に敷かれ）であり，４歳の娘さんを溺

愛する良きパパでもあります。この娘の名前を舞香

（まいか）ちゃんと言い，これまで一貫して岩石変質

を研究してきた中村さんが娘の命名にもそれを貫い

て，つい変質で形成される鉱物の名前をつけてしまっ

たのでは？ などと噂されています（本人は否定して

いますが）。時として彼は，学会に着ていくスーツの

しわを伸ばそうと部屋に掛けっぱなしにして忘れ，奨

励賞の表彰式の時間も忘れて遅れてしまうなど，研究

をしている時の姿からは想像もできないような大胆な

失策を犯します。いつもこちらをハラハラさせる中村

さんは，今年の７月から研究員として再び我々の研究

グループに加わりました。彼と一緒に研究し始めて以

来，私自身非常に研究の幅が広がり，ものの見方も柔

軟になったと思います。きっと彼に触れた多くの研究

者がプラスの作用をたくさん受けていることでしょ

う。これから彼がどんな切り口で新たな研究を展開

し，どんな活躍を見せてくれるのか（なにをやらかす

か？），心から期待しています。

鈴木勝彦（海洋研究開発機構）

●「柴田賞・学会賞・奨励賞」２０１０年度受賞候補者推

薦の募集

応募の締め切り ２０１０年１月３１日�（消印有効）

日本地球化学会規定により，柴田賞・学会賞・奨励

賞・功労賞受賞候補者の推薦を募集いたします。つき

ましては，下記をご参照の上，会員各位のご関係で適

当と思われる受賞候補者を，自薦他薦を問わすご推薦

下さいますようお願いいたします。

候補者の資格

（柴田賞）地球化学の発展に関し，学術上顕著な功績

のあった者。

（学会賞）地球化学の分野で特に優秀な業績を収めた

本会会員。

（奨励賞）地球化学の進歩に寄与するすぐれた研究を

なし，なお将来の発展を期待しうる本会会

員。受賞者の年齢は２０１０年４月１日におい

て満３５才未満である（誕生日が１９７５年４月

２日以降である）ことを要する。

（功労賞）我が国の地球化学あるいは本会の発展に関

し寄与のあった者または団体。

募集の方法：本会会員の推薦による。

推薦の方法：所定用紙に記載した推薦者を２０１０年１月

３１日�までに庶務幹事へ提出する（消印
有効）。

提出先：三澤啓司（庶務幹事）

〒１９０―８５１８ 東京都立川市緑町１０―３

情報・システム研究機構 国立極地研究所

Tel：０４２―５１２―０７０９，Fax：０４２―５２８―３４７９

E-mail：affairs@geochem.jp

推薦の書式は，学会ホームページからダウンロード

できます。

http://www.geochem.jp/prize/index.html

また，会員名簿（２００９年度版）のハンドブックの７４

ページの書式をコピーして使用するか，同様の書式を

ワープロ等で作成していただいても結構です。

この件についてのお問い合わせは，本会庶務担当幹

事（上記）までお願いします。

●２０１０年度第１回鳥居基金助成の募集

２０１０年度第１回鳥居基金助成の応募の締め切りは

２０１０年１月３１日（消印有効）となります。本学会ホー

ムページに応募要項がありますので，ご参照の上，応

募書類を提出して下さい。なお今回の助成の対象

は，２０１０年４月から２０１１年３月までの１年間に実施さ

れる海外渡航及び国内研究集会となりますのでご注意
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下さい。

申請手続

応募者は，Vol．４３特別号（会員名簿）の９４，９５ペー

ジに掲載されている申請書（�－Aまたは�－B）を

所定の期日までに下記に提出して下さい（同様の書式

は学会ホームページからもダウンロードできます）。

参考となる資料（海外派遣については業績リストおよ

び学会参加の場合は学会概要等，国内研究集会につい

ては集会の案内・概要等）を添付してください。な

お，海外渡航により国際学会等での研究発表を行う場

合は，申請書の「研究の目的」欄に，渡航にあたって

の抱負や発表する論文の内容・重要性などを記載して

下さい。また，海外派遣に関しては，他の研究助成金

との重複受給は認められておりませんので，ご注意下

さい。

提出先：三澤啓司（庶務幹事）

〒１９０―８５１８ 東京都立川市緑町１０―３

情報・システム研究機構 国立極地研究所

Tel：０４２―５１２―０７０９，Fax：０４２―５２８―３４７９

E-mail：affairs@geochem.jp

評議員会議事録

●２００９年度第２回（メール会議）

本議事録は，２００９年６月１５日にメールで発議した第

２回評議員会の内容を中心としているが，本年度第１

回評議員会（２月１４日）後，第２回評議員会終了（６

月３０日，以下日付については，（６．３０）のように括弧

内の数字で示す）までに，電子メールにて実施された

評議員間での情報交換と審議の内容も含む。

電子メール送信先：蒲生俊敬会長，海老原充副会

長，石橋純一郎，小畑元，佐野有司，鈴木勝彦，角皆

潤，平田岳史，益田晴恵，南雅代（以上幹事），天川

裕史，岩森光，植松光夫，鍵裕之，北逸郎，瀧上豊，

中塚武，奈良岡浩，野尻幸宏，日高洋，松本拓也，三

村耕一，柳沢文孝，圦本尚義（以上評議員）

１．２００９年度第１回評議員会議事録の承認

小畑幹事から２００９年度第１回評議員会議事録が提

案され（２．２７），承認された（６．３０）。

２．報告事項

� 庶務（小畑幹事）：【科学研究費補助金】（文部科

学省）平成２１年度科学研究費補助金研究成果促進費

「研究成果公開発表（B）」不採択通知（４．２３），（日

本学術振興会）平成２０年度科学研究費補助金研究成

果公開促進費「定期刊行物」の実績報告書提出

（３．２４），平成２１年科学研究費補助金研究成果公開

促進費「定期刊行物」（GJ）交付内定（４．３）・交付

申請（４．２１）（平成２１年度３，８００千円；平成２２年度

３，２００千 円；平 成２３年 度２，９００千 円；平 成２４年 度

２，７００千円）。【研究助成等】２００９年第１回鳥居基金

助成，採択：森俊哉（TE―６２），齋藤裕之（TE―６３）

・川口慎介（TE―６４，辞退），各会員に交付手続

（３．１８）。【後援・共催等】（共催）原子力シンポジ

ウム２００９（東京，５．２７～２８開催）（２．１８承認）；日本

地質学会第１１６年学術大会（岡山，９．４～６開催）

（３．１６承認），（協賛）第３７回可視化情報シンポジウ

ム（東京，７．２１～２２開催）（５．２２承認）。【その他】

㈱国際文献印刷社と平成２１年度業務委託契約

（２．１８）；今年度の学会誌の発送について，GJ

Vol．１，５はテラパブ，それ以外は電算印刷に依頼

することとなった。宛先不明で戻る学会誌について

は，国際文献印刷に送られ会員情報の管理に反映さ

れる（２．１８）；「Geochemical Journal電子版の閲覧

に関するお知らせ」を会員に通知（２．２３）；東京大

学海洋研究所についての共同利用・共同研究拠点認

定要請書の提出（２．２５）；日本学術会議アンケート

「学術団体における知的財産制度のあり方について

のアンケート」への回答（３．３）；２００９年度 GJに関

するテラパブとの覚書締結（３．１６）；国立国会図書

館デジタルアーカイブポータル（PORTA）へのコ

ンテンツ提供許諾書（GJ）（２．２５評議員会に提案；

３．１１承認；３．１６提出）；GJ出版についての入札を

実施，テラパブが落札（４．１３）；会員へのアンケー

ト配布（４．１３文面を評議員会に提案；４．１８承認；

４．２１配布）；GJ賞楯製作（５．８）；日本学術会議「研

究を進める上で支障となっている事項調べ」につい

ての報告（５．２９）。【幹事会】２００９年５月３０日１３：００

～ 第２回評議員会の議事内容について整理した

（出席：蒲生・海老原・石橋・小畑・佐野・鈴木・

角皆・平田・益田の各幹事）。

� 会計（南幹事）：

・会計管理規定修正案：第１回評議員会で提案された

会計管理規定の修正案が会計幹事より提案され

（３．２），承認された（４．１３）。
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・２００８年度決算について報告があった。２００８年度は単

年度で６３万円の黒字となった。会費収入が２００７年度

に比べわずかに減少したにもかかわらず黒字となっ

たのは，出版費が減少し，評議員会旅費が大幅に減

少したためと考えられる。広告料についてはここ３

年減少傾向にあるため，今後ウェブ広告を積極的に

推し進めていく必要がある。２００８年度は支出の抑制

に努めたため，単年度収支を黒字にすることができ

たが，今後，GJ電子化の慎重かつ迅速なる実現に

努めるとともに，引き続き，会員数の推移も注意深

く観察する必要がある。

� 会員（角皆会員幹事）：

・退会届の様式：学会Web pageからダウンロードす

る退会届の様式が会員幹事により提案され

（３．１５），５月中に承認された。

・２００９年２～５月の会員異動について，会員幹事より

提案があり，１ヶ月の審議を経て承認された

（６．１５）。

【入会】

（２月）

一般正会員

９２８２６０２ 田中伸一 タナカシンイチ

�独水産総合研究センター北海道区水産研究
所

学生会員（学生パック）

９２８２５９７ 服部祥平 ハットリショウヘイ

東京工業大学大学院総合理工学研究科 環

境理工学創造専攻

（３月）

一般正会員

９２８２５９８ 安 瑾鎬 アンクンホ

Yeong Jae Corporation

９２８２６０４ 宮本ユタカ ミヤモトユタカ

日本原子力研究開発機構原子力基礎工学研

究部門

学生会員（一般）

９２８２５９９ 三島真理 ミシママリ

東京大学大学院新領域創成科学研究科自然

環境学専攻 川幡研究室

学生会員（学生パック）

９２８２６０１ 神田ゆか カンダユカ

名古屋大学理学部地球惑星科学科 地球化

学講座

（４月）

一般正会員

９２８２５８８ 渡辺賢一 ワタナベケンイチ

名古屋大学工学研究科

９２８２６０３ 野崎達生 ノザキタツオ

独立行政法人海洋研究開発機構 地球内部

ダイナミクス領域

９２８２６０７ 国広卓也 クニヒロタクヤ

岡山大学地球物質科学研究センター

学生会員（学生パック）

９２８２６０５ 中田亮一 ナカダリョウイチ

広島大学大学院理学研究科地球惑星システ

ム学専攻

（５月）

一般正会員

９２８２６１２ 三好恵真子 ミヨシエマコ

大阪大学人間科学研究科グローバル人間学

専攻 人間開発学講座

９２８２６１６ 中村仁美 ナカムラヒトミ

産業技術総合研究所地質情報研究部門

学生パック

９２８２６０８ 冨部麻利子 トンベマリコ

上智大学大学院理工学研究科理工学専攻

化学領域木川田研究室

９２８２６０９ 山内理恵子 ヤマウチリエコ

上智大学理工学研究科理工学専攻 木川田

研究室

９２８２６１０ 朝比奈健太 アサヒナケンタ

筑波大学大学院生命環境科学研究科持続環

境学専攻 有機地球環境化学研究室

９２８２６１１ 小澤 萌 オザワモエ

名古屋大学環境学研究科地球環境科学専攻

地球化学講座

９２８２６１３ 伊藤絵理佳 イトウエリカ

学習院大学大学院自然科学研究科化学専攻

村松研究室

【退会】

（２月）

一般正会員

４２８１９４０ 荒波一史

９２８２３０８ SOHN, KEE-SEOK

学生会員

９２８２４６０ 柏木 祐
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一般
正会員

学生会員
（学生パック

除く）
学生パック

シニア
正会員

賛助会員 名誉会員 計 在外会員

２００９．１．３１ ７４７ ７５ ４６ ５９ １１ ９ ９４７ ３９

入会 ８ １ ８ ０ ０ ０ １７ １

退会 －７ －３ ０ ０ ０ ０ －１０ －３

逝去 ０ ０ ０ －１ ０ ０ －１ ０

除名 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

会員
種別変更 ８ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ０

会員
種別変更 －５ －８ ０ ０ ０ ０ ０ ０

海外へ移住 ０

帰国 －２

２００９．５．３１ ７５１ ６５ ５４ ６３ １１ ９ ９５３ ３５

参考
２００８．５．３１ ７６０ ６０ ４４ ５５ １１ ９ ９３９ ３８

９２８２４６２ 上野弘貴

９２８２４８５ 中村高志

（３月）

一般正会員

８２８１７８２ 大槻晃久

９２８２３８７ 中島美和子

９２８０３５５ 中島進

（４月）

一般正会員

７２８１５７４ 芳賀信彦

９２８２４５９ 藤岡聡介

（５月）

シニア会員

５２８０２０１ 兼島 清 ２００９／３／２５逝去

【会員種別変更】

（２月）

なし

（３月）

会員番号 会員名 変更前 変更後

２２８２１０３ 西村 崇 学生正会員 一般正会員

（４月）

３２８２３１１ 板井啓明 学生正会員 一般正会員

５２８２１７９ 伊礼 聡 学生正会員 一般正会員

９２８２３４０ 川口慎介 学生正会員 一般正会員

９２８２３７０ 小岩嘉隆 学生正会員 一般正会員

９２８２４１４ 山本祐平 学生正会員 一般正会員

９２８２４２７ 中村隆志 学生正会員 一般正会員

（５月）

２８１３９１ 坂本 浩 一般正会員 シニア正会員

２２８０６９９ 柳 哮 一般正会員 シニア正会員

３２８０７２２ 吉池雄藏 一般正会員 シニア正会員

６２８１１９５ 木村 幹 一般正会員 シニア正会員

７２８０２９６ 松葉谷治 一般正会員 シニア正会員

９２８２４３０ 後反克典 学生正会員 一般正会員

２００９年５月３１日現在の会員数

名簿号発行に関しては，入稿を７月中旬，印刷完成

を７月下旬とすることとなった。また，名簿号の原稿

については，本体を事務局，日本地球化学会ハンド

ブックを庶務幹事，奥付・凡例・裏表紙・会員数動向

を会員幹事が担当することとなった。印刷は前回と同

じく電算印刷㈱に依頼する予定である。

� 編集：

a．GJ（佐野幹事，６．１５）：No．１と No．２はそれぞ

れ２月末，４月末に発行されたことが報告された。

また，２月より５月１５日までの編集状況について説

明があった。４２の論文の投稿があり，受理１３報，却

下１４報，残りは審査中か審査員選考中であるとの報

告があった。

ｂ．地球化学（益田幹事，６．１５）：２００９年度１号につ

いては報文４編を掲載し，２号については，報文２

編，受賞記念論文１編，博士論文抄録２編を掲載し

６月発送予定であるとの報告があった。２００９年１～

５月には報文８編（うち特集４編），総説２編（う

ち特集２編），受賞記念論文２編，博士論文抄録３

編を受け付けた。また，過去５年の学会賞等受賞者

に，論文投稿依頼を行ったとの報告があった。今後

は，３号を特集号「太陽系起源研究の新展開」（圦

本，三浦編集担当）として８月末頃に，４号を１２月

に発行する予定である。

c．ニュース（石橋幹事，６．１５）：ニュースレター

No．１９６の発行（３．３０）。No．１９７を編集中との報告

があった。また，ニュース電子メール版，２００９

No．３１～８７まで５７件の発信を行ったとの報告があっ

た。

d．広報（鈴木幹事，６．１５）：連合大会中に開催され

た第５回広報委員会（５．１８）についての報告があっ
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た。広報委員会として以下の活動を行うことが報告

された。Goldschmidt 2009に向けての英語ページ

の更新，学会ホームページにおける学会員の最新成

果紹介，ホームページへの広告掲載の追加募集，年

会におけるプレス発表，地球惑星科学連合２００９年大

会におけるブース設置と地球化学講座の販売，

Goldschmidt 2009におけるブースの設置，講師派

遣。

� 行事：

a．２００９年日本地球惑星科学連合大会（平田幹事，

６．１５）：日本地球惑星科学連合２００９年大会（５．１６～

２１，幕張メッセ国際会議場）についての報告があっ

た。日本地球化学会は，展示ブースの開設，学会活

動のアピール，地球化学講座シリーズの販売，

ショートコースパンフの配布などを行った。

b．２００９年ゴールドシュミット国際会議（平田幹事，

６．１５）：２００９年ゴールドシュミット国際会議（６．２１

～２６，スイス・ダボス）について，日本地球化学会

会員は５０ユーロ割引の優遇措置が受けられること，

Exhibitionで展示ブースを開設する予定であるこ

とが報告された。

c．２００９年日本地球化学会年会準備状況（日高評議

員，６．１５）：広島大学東広島キャンパスにおいて開

催予定の日本地球化学会第５６回年会（２００９年９．１５～

１７）の準備状況について報告があった。共催学会は

日本化学会，日本鉱物科学会，日本地質学会，日本

質量分析学会となったこと，年会にあわせて９月１３

日�に一般講演会開催を検討中であること，２００９年
度年会ホームページをオープンしたこと（http://

www.wdc-jp.biz/geochem/2009）などが報告され

た。

d．第４回ショートコース（平田幹事，６．１５）：日本

地球化学会年会にあわせ，会期前日（９．１４）に第４

回ショートコースを開催予定。プログラムについて

説明があった。定員５０名，参加費は３０００円（日本地

球化学会会員は学会から２０００円の補助有）。

e．日本地球化学会２０１０年度年会（平田幹事，６．１５）

：来年度の日本地球化学会年会は，立正大学（熊谷

キャンパス）で開催予定。実行委員長は福岡孝昭会

員。開催時期，開催方式，運営方式（評議委員によ

る LOC支援）等について議論を開始した。

� 各種委員会：

a．鳥居基金選考委員会（中井委員長）：２００９年度第

１回鳥居基金の選考結果について，鳥居基金選考委

員会中井委員長より報告があった（３．２）。海外渡航

５件，国内研究集会１件の応募について審査を行っ

た結果，国内研究集会１件（２００９年度火山性流体討

論会，森俊哉会員），海外渡航２件（第２４回有機地

球化学国際会議，齋藤裕之会員；第１９回ゴールド

シュミット国際会議，川口慎介会員）が候補者とし

て推薦された。また，海外渡航については，１件が

補欠候補として推薦された。これらの候補者を承認

した（３．１６）。

b．学会賞等専攻委員会（植松委員長）：

・２００９年度 Geochemical Journal賞の受賞最終候補

として，“M. Kusakabe, T. Ohba, Issa, Y. Yoshida,

H. Satake, T. Ohizumi, W. C. Evans, G. Tany-

ileke, and G. W. Kling. Evolution of CO2 in Lakes

Monoun and Nyos, Cameroon, before and during

controlled degassing. Geochemical Journal, Vol.

42, 93―118.”が学会賞等選考委員会植松委員長よ

り示され（４．１１），同論文に GJ賞を授与すること

が承認された（４．１７）。

・２００９年度学会賞等選考について，学会賞等選考委員

会植松委員長から各賞受賞最終候補者が推薦された

（５．１３）。柴田賞を高岡宣雄会員，日本地球化学会

賞を南川雅男会員，吉田尚弘会員，日本地球化学会

奨励賞を中村謙太郎会員，関宰会員，飯塚毅会員に

授与することが承認された（５．２７承認）。

c．将来計画委員会（海老原委員長より，６．１５）：将

来計画委員会から下記の提案が示された。１）「評

議員選挙におけるブロック制を廃止し，専門分野を

考慮した選挙に変更する」これはブロック制には，

通信網や交通網の発達によりブロックごとに分ける

意義が薄れている，地域ごとの偏りが進んでいる，

選出される評議員の得票数に大きな開きが生じうる

などの問題があるためである。一方，地球化学会会

員の専門分野は年を追う毎に多様化しており，ブ

ロック制に代わる選挙制度として専門分野制を導入

することは，会員の多様性を評議員選挙に反映する

ための有効な手段になり得る。但し，選挙制度の変

更ということでもありより多くの会員の意向を打診

する必要があるとの意向を汲み，アンケートを実施

したが，過半数を上回る多くの会員の賛意が得られ

た。このように，将来計画委員会での審議，二度に

わたる評議員会での審議，会員の意向調査という極

めて慎重な審議を経た提案であり，本年度の役員選

挙を行うにあたって是非とも新しい制度で実施出来
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るよう，強く要望する。２）「会員名簿について」

会員名簿は，紙媒体の名簿の発行を２００９年度限りと

し，国際文献印刷㈱のMyPageシステムを利用す

る。２０１０年度に試験運用し，２０１０年度総会で正式承

認，２０１１年度正式運用。３）「年会開催について」

年会開催については，評議員会が LOCの要請に応

じて年会の開催を支援する。この時，行事幹事が

LOCと評議員会の仲介役を果たし，支援をとりま

とめる。また，支援に当たる評議員の旅費について

は会が年会補助金とは切り離して支弁する。LOC

は年会の収支を評議員会に報告する。４）「地球化

学の発行について」「地球化学」は，会と会員を繋

ぐ媒体として重要度が高まっていることを考え，発

行回数は従来通り年４回とする。５）「Geochem. J

の発行について」GJの長期的展望を議論する場と

して，将来計画委員と GJの編集委員からなる委員

会を作る。この委員会では，今後の地球化学会にお

ける GJの位置づけ，論文誌としての質の向上，GJ

発刊の長期的展望に関して早急に議論することが求

められる。GJ発刊の長期的展望に関しては，完全

電子化，半独立採算（投稿料，ページチャージ徴

収），他紙との共同発行について早急な議論が求め

られる。

d．名誉会員推薦委員会（海老原副会長，６．１５）：名

誉会員推薦委員会（５．２９）において２００９年度は名誉

会員の推薦を行わないとの結論に達したことが報告

された。

e．日本地球惑星連合各種委員会の活動状況について

（６．１５）：国際委員会が解散され，国際学術委員会

が発足予定であることが佐野委員より報告された。

情報システム委員会は，連合のホームページや大会

当日のネットワーク構築などを担当していることが

鍵委員より報告された。委員の任期は１年のため５

月末で任期切れとなるが，全ての委員がもう一年継

続して委員を引き受けることとなった。また，連合

大会会期中に総務委員会が開催された（５．２０）こと

が，平田委員から報告された。ここでは副委員長の

選任，連合大会参加者数の途中経過，総務委員の任

期，会員管理小委員会設立，法人化の経緯と現状な

どが議論された。教育問題検討委員会（５．１７）につ

いては，瀧上委員から議事内容について報告があっ

た。併せて，国際地学オリンピック日本委員会の現

状についても瀧上委員から説明があった。

f ．地球化学講座編集委員会（蒲生会長，６．１５）：地

球化学講座第８巻の進捗状況について，蒲生会長よ

り報告があった。８月中には完成原稿が揃うのでは

ないかとの見通しが示された。

g．地球と宇宙の化学事典編集委員会（蒲生会長・海

老原副会長，６．１５）：「地球と宇宙の化学事典」の編

集状況について，蒲生会長・海老原副会長より報告

があった。出版社（朝倉書店）との間で，事典に掲

載する項目案が調整された。掲載項目を最終的に確

定し，原稿の執筆依頼に進むために，本年７月下旬

～８月上旬にかけ第４回編集委員会を東京で開催す

る予定である。

� 連合関係：

a．日本地球惑星科学連合関連（蒲生会長，６．１５）：

日本地球惑星科学連合学協会長懇談会（５．１９）につ

いて，蒲生会長より報告があった。この懇談会で

は，法人化後の経過報告および今後の方針，２００９年

度連合大会の現状などについて報告があり，連合に

おける学協会の役割と連携について議論が行われ

た。学協会長懇談会は年２回程度の頻度で開催した

いとのことであった。

b．日本化学連合関連（６．１５）：日本化学連合平成２１

年度第４回理事会・第２回評議会について，蒲生会

長より報告があった。

� その他（蒲生会長，６．１５）：蒲生会長より，名簿

調査時に配られたアンケートの結果について報告が

あった。名簿号冊子体の発行を今年度限りとするこ

とについて，賛成４４７名，反対７１名，無回答３０名で

あったことが報告された。

３．審議事項

� 役員選挙制度の改定について（６．１蒲生会長より

提案；６．５議決）：役員選挙制度について，２００９年度

第１回評議員会後，４～５月にかけて会員へのアン

ケート調査が実施された。最終的に，５４８名の会員

から回答が寄せられ，「地区ブロック制の廃止」へ

の賛成４１３名（７５．４％），反対９５名（１７．３％），無回

答４０名（７．３％）という結果となった。この結果を

踏まえて，将来計画委員会でさらに検討が進めら

れ，「日本地球化学会役員選出細則」の改定案（地

域ブロック制を廃止すること，役員候補者（立候補

者および推薦候補者）は専門分野を自己申告するこ

ととする）が提出された。この案を受け，本選挙制

度の改定を間もなく実施する次期役員選挙から適用

するか，または２年後の役員選挙から実施するかの
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選択を巡り議論が交わされた。その中で以下の２

案：「（案１）次期選挙（本年６～８月実施）から新

しい選挙制度を適用する」「（案２）さらに時間をか

けて議論を継続し，改正案の充実を図る」が採決に

かけられた。その結果，評議員２２名のうち（案１）

を支持する者１２名，（案２）を支持する者９名，そ

の他１名で，（案１）が評議員の過半数の賛同を得

て可決された。「日本地球化学会役員選出細則」第

９条の規定により，評議員での議決をもって本細則

の変更が確定された。この結果はメールニュース及

び「日本地球化学会ニュース No．１９７」に掲載され

た。

� ２００８年度決算（６．１５南幹事より提案）：南会計幹

事からの２００８年度決算報告について，審議が行われ

た。決算は，総会において最終的に承認される見込

みである。

� 「日本地球化学会学会賞等受賞者選考細則」改正

（６．１５小畑幹事より提案；６．３０承認）：２００９年度第

１回評議員会での議論に基づき，学会賞等受賞者が

受賞記念論文を会誌に投稿するように，「日本地球

化学会学会賞等受賞者選考細則」の改正が提案さ

れ，承認された。

� 将来計画委員会からの提言（６．１５海老原委員長よ

り提案；６．３０承認）：将来計画委員会からの，「会員

名簿について」，「年会開催について」，「地球化学の

発行について」，「Geochem. Jの発行について」の

提言が示され，承認された。

� GJの DOIナンバー（６．１５佐野幹事より提案；

６．３０承認）：学会として Geochemical Journal誌に

掲載される論文の１つ１つに DOIのナンバーを付

けることをテラパブに要請することが提案され，承

認された。ただし，これまでのヴォリューム，ペー

ジ立ての表記も残して，二重表記とする。

� 日本地球惑星科学連合教育問題検討委員会への委

員の推薦（６．１５蒲生会長から提案；６．３０承認）：日

本地球惑星科学連合法人化に伴い，教育問題検討委

員会委員は学協会代表から学協会推薦となった。そ

こで，日本地球化学会からは，教育問題検討委員会

委員として瀧上評議員と津野会員を推薦することが

提案され，承認された。

� 講師派遣について（６．１５鈴木幹事から提案；６．３０

承認）：広報委員会から，学会として「講師派遣」

を実施することが提案され，承認された。

【今後の予定】

２００９年第３回幹事会：９月５日�
東京大学山上会館 １３：００から

２００９年第３回評議員会：９月１４日�
広島大学理学部 １４：００から

２００９年日本地球化学会総会：９月１６日�
広島大学理学部

２００９年第４回評議員会：９月１７日�
広島大学理学部

研究集会報告とお知らせ

●ゴールドシュミット国際会議２０１０のお知らせ

２０１０年の Goldschmidt会議は，６月１３日～１８日の

日程で，アメリカ合衆国テネシー州ノックスビルで開

催されます。この会議は，Geochemical Societyと

European Association of Geochemistryが主催する国

際学会で，地球化学関連では最大規模の国際学会で

す。その研究対象は，地球のコアから海洋，大気，環

境，さらには，月や火星等の他天体を含む太陽系全体

です。また，無機物質や有機物質だけでなく，生命も

研究対象としています。このテーマの多彩さも

Goldschmidt会議の特徴です。

日本地球化学会は，共催学会として Goldschmidt

会議に参加しており，学会員は参加費が割引になりま

す。是非，ご参加を検討下さい。なお，発表論文の要

旨は，Geochimica et Cosmochimica Actaに掲載され

ます。会議の詳細，テーマ・セッションは以下のホー

ムページで確認できます。また，主な日程と会場も下

記に示します。

Goldschmidt 2010ホームページ

http://www.goldschmidt2010.org/

テーマ・セッション

http://www.goldschmidt2010.org/themes

会場

（１９８２年に開かれた万国博覧会・会場内の

Knoxville Convention Centerです。）

http://www.goldschmidt2010.org/conventionCenter

ゴールドシュミット会議の日程

２００９年１１月１日：List of Sessions finalized

― 30 ―



２０１０年１月１日：Abstract Submission and Online

Registration opens

２０１０年２月２１日：Abstract submission deadline

(23:59 UTC)

２０１０年６月１３～１８日：Goldschmidt 2010開催

院生による研究室紹介 No．１４

海洋研究開発機構 地球内部ダイナミクス領域

地球内部ダイナミクス基盤研究プログラム

地球深部と表層との共進化研究チーム

野崎達生

今回は，独立行政法人海洋研究開発機構・地球内部

ダイナミクス領域・地球内部ダイナミクス基盤研究プ

ログラム・地球深部と表層との共進化研究チームの紹

介です。２００９年４月の組織改編により，さらに長～い

チーム名となりました。なかなか覚えられないと思い

ますので，JAMSTEC/IFREE2Cとご記憶下されば幸

いです。

IFREE2Cは，鈴木勝彦チームリーダーを中心に研

究員３名，技術研究員１名，ポストドクトラル研究員

１名，他職員３名，スタッフアシスタント２名の１１名

で構成されています（図１：２００９年１２月現在）。他

に，外来研究員５名，研究生５名が在籍しており，多

くの方々との共同研究を行っているオープンなチーム

です。チームの雰囲気は，３０代を中心とした若い職員

が多いことから遠慮なくざっくばらんに意見を言い合

うことができ，日々活発に議論を行っています。ま

た，それぞれの専門が地球化学だけではなく岩石学，

堆積学，鉱床学など多岐にわたっており，悪く言えば

バラバラですが，良く言えば「１＋１」が３にも４に

もなるのが特徴です。

本チームで行っている研究をいくつか紹介します

と，同位体比組成変動から海洋無酸素事変（OAE）

などのグローバルイベントとマントル活動とのリン

ケージを探る，巨大火成岩岩石区（LIPs）から大気

―海洋系に供給された物質量の見積りをメルト包有物

分析などから直接行いグローバルイベントに関わった

のかどうかを検証する，島弧火成岩の同位体比組成か

ら沈み込み帯における物質循環を解明するなどが挙げ

られます。これらの研究を行うためには，濃い元素か

ら極めて薄い元素まで，多量の試料から極微量の試料

図１：IFREE2Cのメンバー（後列左から，鈴木 TL，石川さん，清水さん，野崎，黒田
さん。前列左から，安本さん，佐藤さん，山本さん，菅谷さん，仙田さん。）た
またま停泊していた「なつしま」前にて。
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まで測定を行う分析技術・機器が求められます。現

在，我々のチームが主に管理している分析機器には，

負イオン表面電離型質量分析装置（図２），希ガス質

量分析装置（図３），誘導結合プラズマ質量分析装置

などがあります。また，IFREEには原子吸光分析装

置，蛍光 X線分析装置，電子線マイクロアナライ

ザー，マルチコレクター誘導結合プラズマ質量分析装

置など多種多様な分析機器があり，他チームの方と共

同で作業を行えば様々な分析を行うことができます。

最近の主な研究成果を２つ紹介しますと，黒色泥岩の

Re-Os同位体比組成を用いてオントンジャワ海台の

噴出と白亜紀最大の海洋無酸素事変（OAE―１a）が

同時に起こっていることを初めて明らかにしました。

また，西オーストラリアのボーリングコアから採取さ

れた Archeanの赤鉄鉱を切る黄鉄鉱脈の生成年代を

Re-Os放射壊変系を利用して求め，地球上の酸素の

発生時期が通説よりも３億年以上古くなることを明ら

かにしました。このように，極微量元素の同位体比組

成測定技術を武器にグローバルな地球環境・物質循環

に関わる研究を行っています（図４，５）。

日常生活ではミーティングを毎週１回行い，２つの

隔週のセミナーに参加しています。ミーティングは，

会議の報告や各人のスケジュール確認，実験室の作業

予約などが主ですが，いつの間にか誰かの研究につい

て長々と議論をしていたり，世間話が盛り上がって気

が付くとお昼になっていたりすることもあります。

ミーティングの後には，大事な大事な実験室の清掃を

図４：Re-Os 分析用試料を酸と共にカリアスチューブ
に封入中。この後のオーブンでの加熱で，カリア
スチューブが割れないことを祈りながら作業しま
す。割れると実験室中に酸の臭いが……。

図２：Re-Os 測定に用いる負イオン表面電離型質量分
析装置（ThermoFinnigan 社製 TRITON）。

図５：IODP Leg 324に乗船中の清水さんと石川さん。
原稿執筆時点では，太平洋沖でShatsky Rise を
掘削中。

図３：希ガス質量分析装置（GV Instruments 社製GVI
５４００）で作業中。
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皆で入念に行います。セミナーでは，色々な分野の

方々から最先端の話を聞くことができるので，大変勉

強になります。また，片方のセミナーは原則発表・質

疑応答ともに英語で行われるため，英語の良いトレー

ニングにもなります。

さて真面目な話題が少し多過ぎたかもしれません

が，JAMSTECでは多数の研究船が運航されている

ので職場の目と鼻の先が“海”です。しかも，研究船

が入港できるように浚渫してあるので，結構な水深が

あります。ということは……，JAMSTECの岸壁は

絶好の釣りポイントなのです！（図６）。夏には，ヘチ

釣りでメジナ・カサゴ・クロダイ・カワハギ，投げ釣

りでは，キス・ハゼ，ルアー釣りでスズキ，サビキ釣

りではアジ・イワシなどが釣れます。冬にはアイナ

メ・メバル・カレイ・ウミタナゴなども釣れます。し

たがって，研究環境が充実しているのはもちろんです

が，筆者のような釣り好き・海好きにはたまらない職

場環境です。また，横須賀という立地上，たくさんの

往来する船や軍艦を毎日眺めることができ，船好きに

もたまらない職場でしょう。本当は釣りの話を延々と

続けたいところなのですが，キリがなくなりそうなの

でこの辺で。

JAMSTECには一般の方に公開されている見学施

設がありますし，旅行雑誌“るるぶ”にも観光スポッ

トとして紹介されているくらいですから，近くにお越

しの際には是非お立ち寄り下さい。また，我々のチー

ムに興味を持たれた方は，JAMSTEC/IFREEのHP

（http://www.jamstec.go.jp/ifree/）をご覧になって頂

ければ幸いです。

書 評

「地球惑星システム科学入門」

著者：鹿園直建

出版社：東京大学出版会 ２３２ページ

２００９年４月発行，２，９４０円

ISBN９７８―４１３０６２７１４６

「地球システム科学」や「地球惑星システム科学」

の名称を学科名・組織名に冠する大学・研究機関が多

くなり，また同様の名前を冠した書籍の出版も増えて

いる。このように「地球惑星システム」という名称が

一種の流行言葉となっている状況の中，本書が出版さ

れた。

タイトル通り「地球惑星システム科学」の入門書と

して位置づけられる本書は，慶応大学理工学部に所属

し資源地球化学を専門とする著者によって，所属大学

と数多くの国内の大学で行った講義内容に基づいて書

かれたものである。対象とする読者層は，はしがきで

は「専門家及び一般の方々」とあるが，実際には，上

記の理由により主に大学学部生向けであるとも考えら

れる。それ故，教科書としての性格を持つものである

と言える。

参考文献を除いて２１６頁の本文からなる A５判の本

書は，半期１５回の講義で全てカバーすれば１回あたり

約１４ページとなり，丁度いい分量と言える。しかし，

米国の大学で評者が TAを務めた地球システム科学の

講義（講師：Lee Kump, Jim Kasting他）では，約

２倍の分量の内容を約１．６倍の時間で消化する。学生

が買いやすい二千円台の価格に抑えるためには内容を

選択し縮小せざるを得なかったと推測するが，著者が

本書に詰め込みたかった内容はまだあったのではない

だろうか。本書の理解をより一層深めるため，同著者

による「地球システム科学入門」や「地球システムの

化学」等を合わせて読まれることをお薦めしたい。

本書の構成は，以下のようになっている（括弧内の

数字は全体に占める各章の頁数の割合）。

第１章 序論（７％），

第２章 地球システムの構成要素（１９％），

第３章 地球における物質循環（１９％），

第４章 自然―人間相互作用（２０％），

図６：チーム関係者プチ釣り大会の様子。運と腕が良け
れば，色んなお魚さんと出会えるかも�
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第５章 宇宙・太陽系・惑星（１２％），

第６章 地球システムの進化（１９％），

第７章 現代の自然・人間観（４％）

第１章ではシステムの概念の導入と地球惑星システ

ムの概観がなされている。後半では地質学・地球化

学・地球物理学の歴史的発展に関する記述もある。第

２章は大気圏・水圏・地圏・生物圏の基礎からなる地

学入門とも言え，第５章は宇宙の起源と進化や原始太

陽系の生成と比較惑星学を扱う宇宙地球化学入門とも

言える。第３章と６章は最も地球システム科学っぽい

ところで読み応えがある。第４章と７章は人間圏を含

めた地球システムについてであり，各種の自然災害・

資源・地球環境問題や人間中心主義／自然中心主義的

考えや新しい人間観にまで言及し，著者の考えを展開

している。

各章において，適切な図が引用元と共に使用されて

いるので，地球科学，特に地球化学を教える教員に

とっては非常に有用である。各章の最後に章のまとめ

が書いてあるので，読者にとっては，特に未習者に

とっては何が重要なポイントなのかが掴みやすい。

著者は，「はじめに」にあるように，「地球惑星シス

テム科学」を包括して記述する野心的な試みを実現さ

せようと努力しており，専門外の分野にも果敢に挑戦

している。確かに本書では，限られた頁数の中に盛り

沢山の内容が詰め込まれている。本書をさらに素晴ら

しいものにするためには，背景となる知識や語句の説

明，各種記号の定義や引用文献等の充実が望まれる。

例えば，安定同位体組成のδ値（例：δ１８O）やオゾン

量を表すドブソンユニットの定義の説明を加え，カタ

カナや記号混じりでなく，元素名表記を統一する等，

初学者が抵抗なく読み進められる工夫が欲しい。

著者と同様，私大の化学系の教員である評者の講義

でも，「地球惑星システム科学」の概観ができる本書

を参考書として使い続けていきたいと考えている。本

書が，当該分野の国内のスタンダードの教科書として

のみならず，一般の人も含んだ幅広い読者層に読まれ

るようになることを，そして「地球惑星システム科

学」への理解が深まることを，強く期待する。これ

は，著者も同じ思いではなかろうか。

（東邦大学理学部・山口耕生）
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地球化学に関連した研究集会，書評，研究機関の紹介などの原稿をお待ちしております。編集の都合上，

電子メールでの原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の発行は２０１０年３

月頃を予定しています。ニュース原稿は１月下旬までにお送りいただくよう，お願いいたします。また，ホー

ムページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者（日本地球化学会ニュース・HP幹事）

石橋純一郎

〒８１２―８５８１ 福岡市東区箱崎６―１０―１

九州大学理学部

地球惑星科学教室

Tel：０９２―６４２―２６６４／Fax：０９２―６４２―２６８４

E-mail：news-hp@geochem.jp

ニュースへ記事やご意見をお寄せください

鈴木勝彦

〒２３７―００６１ 横須賀市夏島町２―１５

海洋研究開発機構（JAMSTEC）

地球内部ダイナミクス領域研究（IFREE）

Tel：０４６―８６７―９６１７／Fax：０４６―８６７―９３１５

E-mail：news-hp@geochem.jp
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